
離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
（
一
）
島
嶼
時
代

河

地

貫

一

離
島
に
お
け
る
商
品
、
資
本
交
流
に
関
す
る
法
則
的
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
歴
史
性
1
問
題
提
起
に
代
え
て

島
映
時
代
（
問
題
提
起
、
砂
糖
群
島
、
奴
隷
諸
島
、
香
料
群
島
）

日
本
の
島
喚
時
代
（
沿
岸
寄
港
島
、
漁
業
島
こ
と
に
西
海
捕
鯨
島
）

離
島
に
お
け
る
商
品
・
資
本
の
交
流
に
関
す
る
法
則
的
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
歴
史
性
1
問
題
提
起
に
代
え
て



世
界
経
済
の
時
代
に
お
い
て
、
完
全
な
自
給
世
界
は
あ
り
得
な
い
。
リ
ウ
は
、
世
界
で
最
も
孤
立
し
た
島
と
し
て
あ
げ
て
い
る
フ
イ
ジ

q
L
 

1
諸
島
近
く
の
フ
ツ
ナ
ヲ
=
ロ

S
島
や
ワ
リ
ス
当
丘
ロ
ω
国
に
お
い
て
も
、
商
品
作
物
と
し
て
榔
子
を
栽
培

M
、
ま
た
南
太
平
洋
の
ト

n

a

d

せ

リ
ス
タ
ン
ダ
ク
l
ナ
寸
門
戸
丘
ω
ロ
品
ω
n
C
5
m
島
で
も
、
寄
港
船
と
の
物
々
交
換
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
世
界
経
済
規
州
以
前
の
一
五
世
紀

H
H
U
 

頃
、
ヴ
ァ
イ
ベ
ル
に
よ
る
と
、
大
西
洋
ア
フ
リ
カ
沿
岸
に
あ
る
サ
ン

宮
白
血
丘

g
、
カ
ナ
リ
l
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(昭和35年)

地域別 佐渡島(新潟) 対 馬 島

¥品一~目~別~ー~需~給¥状¥況 移 出|移 入 移 出|移 入

農・林・畜産物 46% .3 11% .6 21%.21 | 44%.5 1 

水 産 物 16.3 5.2 53.3 一

鉱 産 物 1.6 0.7 25.5 4.4 
主業製品 一 32.9 一 23.3 
一般食品及雑貨 25.9 31.7 一

そ の 他 9.9 17.9 一 3. 

総 計 100.0 100.0 100.0 100. 

金額総計 4刺認可 2矧 2百，3万32円.8 

離島における財貨の移出入

(TT?7年度編:離島振興計画作成基礎調査書・佐渡編、対馬編に

(註)対馬農林畜産物移入は主として米穀類、移出は林産物で
ある。対馬鉱産物移出は主として、鉛、亜鉛の原鉱石で
ある。移入鉱産物には両島とも石材、砂利が、工業製品
にはセメントが重量ではかなりのウエイトを占めている。
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叶
げ
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目
。
、

ハ

ugoは
g
の
島
々
に
お
い
て
、
既
に
古
典
的
な
甘
煎
の
栽
植
農
業

が
始
め
ら
れ
、

つ
い
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
資
本
が
、
西
イ
ン
ド
の

諸
島
に
対
し
て
盛
ん
に
植
民
地
開
発
を
行
い
、
乙
れ
ら
の
島
々
の
世

界
経
済
へ
の
参
加
を
用
意
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
沿
岸
島
興
も
多
く
は
米
の
自
給
が
不
可
能
で
あ
り
、
ま

た
少
く
と
も
近
世
以
降
船
舶
の
寄
港
地
と
な
っ
た
島
々
は
、
単
に
人

口
の
交
流
を
介
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
商
品
、
貨
幣
の
交
流
を
介

し
で
も
、
他
の
地
域
と
の
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

今
日
の
わ
が
国
離
島
の
商
品
の
交
易
構
造
を
み
る
と
、
主
と
し
て

水
産
物
、
原
料
品
(
木
材
、
鉱
石
な
ど
)
の
移
出
、
建
設
資
材
、
工

場
製
品
の
移
入
と
い
う
、
い
わ
ば
植
民
地
的
な
交
易
の
パ
タ
ー
ン
が

一
般
的
で
あ
る
。

資
金
、
資
本
の
交
流
で
は
、
例
え
ば
高
島
(
炭
鉱
島
、
一
ニ
菱
資
本
)
、



率

1)対 馬 2)

協|漁協同 元銀行|農協|漁協

%1 %1 釧 %1 % 
63.31 214.5! 48.日 45.2! 179.0 

65. 61 126. 41 48.引 59.2i 150.0 

66.11 120.31 47.21 57.11 125.0 

河本博介:壱岐の金融の現況と問題点(壱岐の経済ー1964)
都野尚典:対馬の財政と金融(対局の経済と社会--1965)

貸預関機

岐

融金

昭和36.3

37.3 

38.3 

1 ) 
2) 

契
島
(
東
那
亜
鉛
資
本
)
、
因
ノ
島
(
目
立
造
船
資
本
)
な
ど
に
お
け
る
民
間
資
本
投
下
の
例

も
あ
る
が
一
般
的
に
は
、
離
島
の
地
元
民
間
銀
行
の
予
貸
率
は
ひ
く
く
、
ま
た
島
氏
の
郵
便
貯

金
、
損
保
掛
金
、
株
式
投
資
な
ど
は
資
本
の
論
理
に
従
っ
て
本
土
の
近
代
資
本
の
充
填
す
る
地

域
に
一
方
的
に
流
出
す
る
。
都
野
の
推
計
に
よ
る
と
、
対
馬
の
ば
あ
い
、
金
融
流
通
で
は
約
二

億
円
の
流
出
超
過
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
主
と
し
て
離
島
振
興
法
そ
の
他
に
よ
る
公
共
資

本
が
離
島
内
に
お
け
る
財
政
吸
い
上
げ
を
超
え
て
一
方
的
に
離
島
に
投
下
さ
れ
、
対
応
で
は
約

七
億
円
の
受
取
超
過
に
な
る
。
そ
の
他
、
制
度
金
融
の
資
金
や
、
島
外
出
稼
者
送
金
の
貨
幣
流

入
が
め
る
。

ま
た
離
島
は
商
品
の
交
易
か
ら
み
る
と
、

室
長
、
価
格
と
も
に
移
入
超
過
が
多
く
、
産

業
流
通
で
は
貨
幣
は
島
外
に
流
出
し
て
い

る
。
壱
岐
で
は
、
実
に
移
入
価
格
が
移
出
の

そ
れ
の
二
倍
を
こ
え
、
東
邦
亜
鉛
対
州
鉱
業

所
の
立
地
す
る
対
馬
で
よ
う
や
く
相
均
衡
し

て
い
る
。

少
く
と
も
現
在
離
島
振
興
法
に
指
定
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
離
島
の
貸
弊
流
通
は
、
産

業
流
通
、
金
融
流
通
で
は
島
際
収
支
は
赤
字
で
あ
り
、
財
政
流
通
に
関
し
て
は
、
む
し

ろ
一
方
的
な
受
取
超
過
に
あ
る
と
い
え
る
。

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付
!
島
唄
時
代

(百万円)

| 移出金額 | 移入金額

壱岐島 百9万09円.6 1百，8万14円.5 

対馬島 2，469.2 2，332.8 
五島列島 6，629.9 7，229.1 
平戸諸島 782.9 1，028.2 

生月島 2.709.2 914.3 

佐渡島 4，861.8 5，425.8 

隠岐島 2，108.1 3.894.7 

主要離島移出入金額

/¥ 

各関係島「離島振興計画作成基礎調査書」

より q
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離島振興法による財政投資(長崎県、広島県)

(単位百万円)

424.0 

名

県

県

域

崎

島

地

長

広

(昭和39年)一重量一

i移 出|移 入 | 対岸主要港湾

% % 
両 津 95.4 96.8 新潟

西郷1) 17.9 94.7 松江、境、世来

御手洗 2) 98.5 78.6 広島、愛媛諸港

郷ノ浦 3) 49.1 82.7 博多、唐津

厳原 4) 16.7(19.7) 58.1(61.5) 博多

福江 5) 18.4(51.2) 32.8(46.7) 長崎

西 之 表 100.0 100.0 鹿児島港

平戸 6) 63.3 35.6 佐世保、田平
一一一一ー 一一

(昭和39年全重量に対する%、但し平戸は昭和37年度)

註、1) 西郷の移出率のひくいのは原木の工場直送が極めて
多いから。 2)木材の宮崎から直移入が21.4%ある。 3)
移出が比較的少いのは、原料品(木材、土石)の産地
直送が多いから。 4)鉱石の工場直送が極めて多い。北
九州市を加えると、移出は40%、移入は64%になる。
( )は明かに島内の中継的機能と思われる数字を除

外したもの。 5)福江も同様、福江の中継的機能は極め
て大きい。移入では建設財(土石)が産地直送。 6)平
戸も唐津からの土石の移入が大きい。

(日本国港湾統計年鑑昭和39年度)

/1、
か
か
る
資
本
、
資
金
、
こ

と
に
財
政
資
金
と
の
交
流
は
、

戦
後
な
お
財
政
的
に
中
央
集

央は権
の県的
政お性
策よ格
にびの
ま町強
き村い
こ財わ
み政 1 が
、を国
(8) 

か中で

か
る
投
資
を
媒
介
と
し
て
、

受
け
入
れ
る
離
島
と
、
園
、

県
の
政
庁
所
在
地
と
の
関
係

は
極
め
て
密
切
に
な
り
、
ま

た
離
島
内
で
も
本
土
の
出
先

官
公
庁
機
関
の
立
地
す
る
特

定
地
点
|
|
例
え
ば
五
島
列

庁
、
そ
の
他
国
の
出
先
機
関
の
集
中
地
点
)
郷
ノ
浦
(
同
壱
岐
支
庁
そ
の
他
)
、
厳
原
(
同
対
馬
支
庁
そ
の

島
福
江
市
(
長
崎
県
五
島
支

主要離島の対岸主要港依脊率他
)
と
島
内
(
列
島
内
)
の
各
地
点
と
は
同
じ
く
当
然
密
接
な
関
係
が
生
じ
る
。
か
か
る
関
係
は
人
の
移
動

に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
さ
き
に
人
の
移
動
の
時
に
述
べ
た
例
え
ば
経
済
的
に
は
む
し
ろ
福
岡
の
圏
内
に
属
す
る

nv 

壱
岐
島
の
郷
ノ
浦
と
長
崎
市
と
の
関
係
が
「
出
張
」
と
い
う
旅
行
目
的
を
介
し
て
最
も
多
く
指
摘
さ
れ
た
の



目立造船因ノ島工場
鋼材移入状況

(昭和40.7-9)

海上貨物品種別港別表

一昭 和39年度港湾統計年報によるー

厳 原 福 江
総トン 44，125トン

移出(移入 移 出 l移入 鋼板

トン トン

((米そ)の他68食ト5品187ン4)0 l i 11，686 

Ji、 幡 45.4% 

他米及食そ品の 2，986 276 
広 畑 11.9 

12，426 千 葉 18.1 

水産物 28 1，492 409 
尼 崎 4.2 

一
大 阪 0.8 

林産物 733 90 18，831 9，104 堺 3.3 

鉱 産物 1.180 7，173 1，494 豊 橋 3.6 

工業製品 8，062 1，958 23，943 26，205 
Jfl 崎 1.4 
不 定 2.2 

そのイ白 3，170 653 1.478 2，180 鋼管

計 16，159 4，469 66，179 63，5041 J!! 崎

光

ともに、米、工業製品の中継港的性格は明かである。 阪 神
メ F カF

0.9 
対馬は、陸上交通が未整備なために、この傾向は、一

条銅
島でありながらなお強い。

Ji、 幡 4.6 

大 阪 1.7 

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動

H
l島
瞬
時
代

は
こ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

(目立造船提供)

次
に
離
島
に
お
け
る
商
品
交
易
の
相
手
地
域
を

み
る
と
、

一
般
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
本
土
対
岸

に
あ
る
主
要
港
湾
(
必
ず
し
も
生
産
地
で
は
な
い
〉

と
の
交
易
が
中
心
で
あ
る
。
両
津
港
(
佐
渡
島
)

の
対
新
潟
港
、
西
之
表
(
種
子
島
)
港
の
対
鹿
児

島
港
、
な
ど
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
般
に
い
わ
ゆ
る
運
搬
能
性
の
ひ
く
い
商
品
や
重

量
の
大
き
い
機
械
製
品
は
直
接
消
費
地
、
或
は
片
山

産
地
と
結
合
す
る
傾
向
が
あ
る
。
隠
岐
島
の
木
材

が
直
接
日
本
海
沿
岸
の
製
紙
工
場
に
送
ら
れ
、
石

材
、
砂
利
な
ど
の
建
設
資
財
は
生
産
地
か
ら
離
島

に
直
送
さ
れ
る
。
対
州
鉱
業
所
の
鉱
石
は
契
島
、

安
中
に
直
送
さ
れ
、
因
ノ
島
造
船
所
で
消
費
さ
れ

る
鋼
材
は
生
産
地
か
ら
直
送
さ
れ
て
く
る
。

島
内
(
或
は
列
島
内
)
の
商
品
移
動
を
み
る
と
、

Q
d
 

人
の
移
動
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
島
内
(
列
島

内
)
に
中
継
港
的
機
能
を
も
っ
中
心
地
点
が
あ
り
、

J¥ 
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同
一
島
内
に
お
い
て
も
中
心

地
対
非
中
心
地
、
同
列
島
内

に
お
け
る
中
心
島
対
非
中
心

島
と
の
商
品
交
流
を
か
な
り

指
摘
し
う
る
こ
と
は
、
さ
き

問

問

の
研
究
や
竹
内
の
そ
れ
か
ら

も
推
定
さ
れ
る
。
対
馬
は
一

島
で
あ
る
が
、
陸
上
交
通
の

発
達
が
お
く
れ
て
、
島
内
商

品
移
動
も
か
な
り
港
湾
統
計

に
あ
ら
わ
れ
、
厳
原
は
中
継

続
的
性
格
が
強
く
、
福
江
も

ま
た
下
五
島
に
対
し
て
同
じ

性
格
が
強
い
。

西郷(隠岐島)木材移出相手地(総45，267トン)

Ji、
四

目立造船鋼材移入相手地(総44，125トン)

(日立造船提供)

d o 

鋼材は主として、太平洋ペルトの工業地帯、乙とに瀬戸内の東

西両端の北九州、阪神工業地帯の工場から直送 (50%は八幡製

鉄)され、木材(隠岐島)は日本海沿岸の製紙バルプ工場に直

送される。

木材は昭和39年港湾統計

鋼材は悶和40年7月-9月

以
上
、
商
品
、
資
本
の
移
動
か
ら
み
て
も
、
人
に
移
動
の
考
察
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
在
本
土
お
以
ぴ
島
内
(
列
島
内
)
の

中
心
地
恥
と
離
島
と
の
交
流
は
極
め
て
密
切
で
あ
る
が
、
他
の
非
中
心
地
点
や
離
島
と
は
孤
立
か
か
か
る
と
い
う
、
法
則
か
わ
パ
タ
!
〉

回
盟
国
園
圃
且
鋼
材
移
入
叩
%

n
H
H
H
H心
木
材
移
出

m
%

(50.0%) 

r 



、
、
、
、
、
、

が
指
摘
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
藩
政
の
後
期
に
は
、
西
海
の
捕
鯨
資
本
が
西
海
の
島
々
を
移
動
し
、
務
も
ま
た
こ
れ
が
保
護
に
多
額
の
投
資
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
小
値
賀
烏
の
捕
鯨
資
本
が
他
の
島
で
あ
る
平
戸
島
や
針
尾
島
に
新
田
開
発
の
た
め
に
投
下
さ
れ
引
い
る
。
ま
た
今
日
の
離

島
振
興
法
等
に
よ
る
大
き
い
公
共
資
本
の
投
下
は
、
例
え
ば
対
馬
に
投
ぜ
ら
れ
た
軍
事
投
資
を
除
い
て
は
戦
前
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
っ
た

か
ら
、
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
園
、
県
の
政
庁
新
在
地
と
離
島
と
は
戦
前
必
ず
し
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

商
品
の
移
動
に
し
て
も
、
藩
政
の
後
期
に
西
回
り
航
路
に
そ
う
御
手
洗
港
が
「
寄
港
地
か
ら
市
場
に
発
展
し
」
、
各
地
の
商
品
の
移
出

入
が
あ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
対
岸
の
主
要
港
お
よ
び
附
近
諸
島
と
の
交
易
に
限
ら
れ
、
長
崎
県
の
平
戸
に
も
ほ
ぼ
相
似
た
変
遷
が
あ
る
。

ま
た
対
馬
の
厳
原
港
が
藩
政
期
に
国
際
的
な
自
由
貿
易
港
的
性
格
を
も
っ
て
、
長
崎
、
江
戸
、
大
阪
、
朝
鮮
と
の
中
継
貿
易
を
行
っ
て
い

同

ω
何

U

た
の
が
戦
前
の
自
由
主
義
の
段
階
で
は
博
多
、
長
崎
に
、
独
占
段
階
に
入
る
と
戦
前
で
は
博
多
、
下
関
に
交
易
相
手
地
域
が
限
定
さ
れ
て

剛

υ
内
HUF

し
ま
っ
た
。
し
か
し
戦
後
東
邦
亜
鉛
対
州
鉱
業
所
の
立
地
そ
の
他
の
大
き
い
変
貌
に
つ
れ
て
、
か
な
り
日
本
国
内
に
広
い
交
易
の
相
手
地

ま
た
、
落
政
期
の
干
し
鰯
の
好
況
期
に
は
、
今
日
極
め
て
孤
立
的
な
甑
島

肥
後
お
よ
び
大
阪
方
面
と
の
直
接
の
取
引
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
平
良
に
港
湾
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

域
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
。

(
鹿
児
島
県
)

に
お
い
て
、
肥
前
、

か
く
し
て
、
さ
き
に
述
べ
た
商
品
、
資
本
の
交
易
に
関
す
る
法
則
的
パ
タ
ー
ン
は
実
は
歴
史
的
な
現
実
で
あ
り
、
従
っ
て
、
資
本
、
商

品
の
交
易
を
媒
介
と
す
る
離
島
と
他
地
域
と
の
交
流
は
、
歴
史
的
な
考
察
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

島

附
明

時

代

問
題
提
起

一
七
、
八
世
紀
は
東
イ
ン
ド
の
香
料
貿
易
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
人
が
独
占
し
、
そ
ζ

に
植
民
地
支
配
を
進
め
、
ま
た
特
に
一

八
世
紀
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
業
資
本
が
西
イ
ン
ド
に
投
資
し
奴
隷
労
働
力
を
送
っ
て
砂
糖
生
産
と
貿
易
と
を
独
占
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付
1

島
唄
時
代

八
五



経

営

と

経

済

旬
、
、
』
¥

F
ノ
一
/

同
噌
閣

内

U

近
代
的
な
植
民
は
最
初
に
ま
ず
島
が
撰
ば
れ
た
。
そ
し
て
当
時
の
世
界
商
品
は
香
料
と
砂
糖
と
奴
隷
で
あ
り
、
崎
の
生
産
地
は
熱
帯
の
島

々
(
奴
隷
は
ア
フ
リ
カ
沿
岸
の
島
々
か
ら
輸
出
)
で
あ
わ
た
。
ま
さ
に
一
八
世
紀
は
リ
ウ
の
い
う
「
島
興
時
代
」
で
あ
り
、
一
七
世
紹
を

同
凶

「
香
料
時
代
」
と
す
る
な
ら
ば
一
八
世
紀
は
「
砂
糖
時
代
」
で
あ
り
「
奴
隷
時
代
」
で
あ
っ
た
。

島
は
ま
た
戦
略
上
の
目
的
か
ら
、
例
え
ば
本
土
防
衛
の
た
め
に
本
土
側
か
ら
要
塞
島
化
さ
れ
た
例
は
多
い
。
例
え
ば
、
一
九
世
紀
初
ま

師
同

で
フ
ラ
ン
ス
沿
岸
に
は
要
塞
島
が
多
く
残
存
し
て
い
る
し
、
ま
た
一
方
で
は
大
陸
内
部
侵
略
の
た
め
の
最
初
の
根
拠
地
と
し
て
そ
の
沿
岸

の
島
が
外
部
侵
略
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
例
が
多
い
。
外
部
の
商
業
資
本
が
暗
黒
大
陸
ア
フ
リ
カ
内
陸
侵
略
の
た
め
の
根
拠
地
と
し
て
、

れ
M
W

近
づ
き
ゃ
す
く
、
か
つ
防
衛
に
容
易
な
そ
の
沿
岸
の
島
々
に
投
資
さ
れ
た
。
同
時
に
本
土
の
物
資
の
集
散
地
と
な
り
、
そ
こ
に
リ
ウ
の
い

的

μ

ぅ
「
島
市
」
が
開
か
れ
た
多
く
の
例
が
あ
る
。
後
に
な
っ
て
聞
か
れ
た
ア
ジ
ア
の
ボ
ン
ベ
イ
、
ペ
ナ
ン
、
ホ
ン
コ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
も
こ
の
例
に
入
ろ
う
。

A
噌

大
陸
沿
岸
の
み
で
な
く
太
洋
中
に
散
布
し
、
そ
れ
自
体
極
め
て
限
ら
れ
た
価
値
し
か
な
い
孤
島
(
従
来
無
人
島
で
あ
っ
た
も
の
も
あ
る
叫

内
出
切

仰い

で
も
、
世
界
航
路
が
閲
か
れ
て
、
ラ
ツ
ツ
ヱ
ル
流
に
い
え
ば
、
そ
の
「
自
由
な
る
位
置
」
に
よ
っ
て
、
航
海
者
、
或
は
漁
業
者
の
寄
港
地

と
し
て
投
資
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
例
は
多
い
。

わ
が
国
の
藩
政
期
は
特
定
の
地
域
を
除
い
て
は
本
来
自
給
的
で
あ
り
従
っ
て
孤
立
的
で
あ
っ
た
が
、
本
土
農
山
村
と
異
っ
て
、
今
日
極

め
て
孤
立
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
島
々
は
、
む
し
ろ
島
で
あ
る
が
為
に
か
な
り
の
例
外
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の

倒

沿
岸
の
島
興
は
、
藩
政
の
中
期
以
降
急
速
に
発
達
し
た
沿
岸
航
路
の
寄
港
地
に
多
く
え
ら
ば
れ
て
、
明
治
初
期
ま
で
の
紀
二
世
紀
の
閥
、

島
な
る
が
故
に
、
か
え
っ
て
本
土
農
山
村
よ
り
も
栄
え
、
他
地
域
と
の
交
流
が
多
か
っ
た
。
乙
の
十
八
世
紹
か
ら
一
九
世
紀
後
半
の
時
期

を
、
わ
が
国
の
「
島
興
時
代
」
と
す
る
こ
と
が
出
志
向
ょ
う
。
ま
た
九
州
西
海
の
島
々
の
よ
う
・
に
、
捕
鯨
基
地
と
し
て
、
藩
政
後
期
最
大
の

町

企
業
で
あ
る
捕
鯨
業
の
立
地
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
か
か
る
例
外
的
な
も
の
で
な
く
て
も
、
元
来
島
は
多
く
の
ば
あ
い
主
穀
の
自
給
が
困



難
で
、
そ
の
交
易
を
介
し
て
他
地
域
と
の
交
流
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
対
馬
の
よ
う
な
例
は
多
い
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
少
く
と
も

藩
政
期
は
本
土
農
山
村
よ
り
島
が
、
よ
り
孤
立
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

熱
帯
栽
植
農
業
の
研
究
に
か
が
や
か
し
い
業
績
を
残
し
た
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

F
g
巧
巳
ず
己
に
よ
る
と
、
栽
植
農
業
は
甘
庶

内
州
司

自
M
W

の
栽
培
に
始
ま
り
、
初
期
の
型
態
と
し
て
中
世
末
に
地
中
海
諸
島
に
起
り
、
矢
内
原
も
サ
イ
プ
ラ
ス
、
シ
シ
リ
!
両
島
の
砂
糖
栽
培
に
ふ

れ
て
い
勺
そ
の
後
ア
フ
リ
カ
太
西
洋
沿
岸
の
諸
島
カ
ナ
リ

I
C
S片

山

g
諸
島
(
一
四
八

O
年
に
始
ま
る
)
~
デ
イ
ラ
冨
包
丘

gω

諸
島
(
一
四
二

O
年
)
お
よ
び
サ
ン
・
ト
l
メ

ω皆
、
吋
Z
5
0
島
(
一
四
八

O
年
)
に
照
'
栽
農
業
が
移
動
し
た
。
矢
内
原
は
他
に
ア
ゾ

ω

ω

ω

 

レ
ス
諸
島
に
も
及
ん
だ
と
し
て
い
る
。
特
に
サ
ン
・
ト
i
メ
島
が
栄
え
て
い
た
。
地
中
海
諸
島
の
糖
業
は
一
六
世
紀
中
葉
に
絶
滅
し
た
。

砂
糖
群
島

古
典
的
な
甘
庶
栽
植
農
は
ア
メ
リ
カ
発
見
後
漸
次
西
に
移
動
し
、
矢
内
原
に
よ
る
と
、

制

マ
ス
島

ω
?叶叩
M
O
B
S
(大
ア
ン
チ
ル
列
島
の
東
端
)
に
煎
園
が
開
か
れ
て
、
太
西
洋
ア
フ
リ
カ
沿
岸
島
興
の
茂
園
に
必
要
で
あ
っ
た
「

M

州

同

州

人
工
港
紙
の
必
要
も
な
か
っ
た
」
西
イ
ン
ド
諸
島
に
煎
園
は
伝
播
し
、
黒
人
奴
隷
を
移
住
せ
し
め
て
労
働
力
を
確
保
し
た
。
資
本
は
も
ち

帥

ろ
ん
商
人
資
本
で
あ
り
、
特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
リ
ス
ボ
ン
の
商
業
銀
行
の
資
本
が
参
加
し
て
い
る
。
西
イ
ン
ド
諸
島
と
と
も
に
始
ま
っ

例

制

た
ブ
ラ
ジ
ル
海
岸
地
帯
(
特
に
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
司

2
5ロ
v
g
が
中
心
)
の
庶
園
は
十
八
世
紀
の
初
め
頃
絶
滅
し
た
の
で
、
「
砂
糖
生
産

は
長
ら
く
島
独
自
の
産
業
と
な
り
、
多
く
の
熱
帯
島
興
は
一
七
世
紀
以
降
の
驚
く
べ
き
繁
栄
を
こ
れ
に
負
う
て
い
る
」
。
他
の
熱
帯
作
物

一
五
世
紀
末
(
一
四
九
二
年
)
に
セ
ン
ト
・
ト
l

で
あ
る
タ
バ
コ
、

コ
コ
ア
、

コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ナ
ナ
な
か
ん
ず
く
棉
花
は
十
九
世
紀
以
降
に
始
め
て
重
要
な
世
界
商
品
に
な
る
と
と
も
に
、

そ
の
主
産
地
は
島
か
ら
大
陸
部
に
う
つ
る
。
世
界
商
品
の
交
流
か
ら
み
る
と
、
前
代
の
南
ア
ジ
ア
諸
島
中
心
の
香
料
時
代
に
変
っ
て
、
八

世
紀
は
ま
さ
に
「
砂
糖
時
代
」
で
あ
り
、
ん
い
か
も
、
そ
の
主
産
地
は
、
ヴ
ア
イ
ベ
ル
に
よ
っ
て
も
、
島
は
そ
の
自
然
条
件
か
ら
「
島
興
は

A
U
 

栽
植
農
に
偏
し
て
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
が
故
に
、
ま
た
十
八
世
紀
は
、
ま
さ
に
「
島
興
時
代
」
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
島
や
南
ア
ジ
ア

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
H
l島
唄
時
代

;¥ 
七



ー、守、、
品
川
岬

の
諸
島
、
特
に
セ
イ
ロ
ン
島
、
ジ
ャ
ワ
島
、
台
湾
島
な
ど
の
煎
園
開
発
は
独
占
段
階
に
入
っ
て
か
ら
本
格
佑
す
机
か
ら
、
西
イ
ン
ド
諸
島

仰

が
糖
業
の
独
占
的
地
位
を
占
め
な
か
ん
づ
く
「
ハ
イ
チ
の
経
済
は
ひ
と
り
砂
糖
に
依
在
し
」
、
「
十
八
世
紀
に
お
け
る
主
た
る
栽
植
地
域

前
倒

と
し
て
予
想
外
の
繁
栄
を
示
し
た
」
。

経

営

と

経

済

さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
早
く
か
ら
ア
フ
リ
カ
沿
岸
の
島
々
に
煎
園
を
開
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
資
本
は
、
ア
フ
リ
カ

内
勾

大
陸
の
沿
岸
は
「
適
当
な
港
が
全
く
欠
け
て
い
巾
内
L

、
た
め
に
内
陸
進
出
が
お
く
れ
た
。
そ
し
て
、
沿
岸
の
島
々
は
、
「
近
づ
き
ゃ
す
く
、

同
M
W

か
つ
衛
生
的
で
あ
り
、
防
禦
に
も
容
易
で
あ
り
」
、
内
陸
進
出
の
根
拠
地
と
し
て
、
ま
た
大
陸
最
大
の
商
品
で
あ
っ
た
奴
隷
そ
の
他
物
資

奴
隷
諸
島

アフリカ沿岸の島市

の
集
散
地
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
リ
ウ
の
い
う
「
島
市
」
が
多

。モンパサ

。ザンジパル

/シーペ

グ:
。ニ

サントマリーオ
ン

く
の
沿
岸
島
興
に
開
か
れ
た
。

例
え
ば
ノ
シ
イ
ベ

zgu--黒
川
島

(
一
八
四

O
年
)

或
は

セ
ン
ト
マ
リ

i
ω
包
己
・
冨

R-o
島
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
征
服

の
第
一
段
階
が
な
し
、
島
市
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
の
サ

ン
ノレ
イ

∞
何
回
目
ゲ
戸
。
巳
ω

島
、
ゴ
レ

l

。
。
円
。
。
島
、
ト
ン
ボ

叶。
B
F
o
島
、
ラ
ゴ
ス
島
阿
ゐ
向
。
ω
、
サ
ン
・
ト
i
メ
島
、
東
海
岸

の
マ
ツ
サ
ワ
冨
ωωωm巧
ω

島、

モ
ン
パ
サ
島
富
。
自
ヴ

ω
g島、

ザ
ン
ジ
パ
ル
島
な
ど
、
そ
の
例
は
極
め
て
多
い
。
こ
と
に
、
モ

ン
パ
サ
島
は
、
十
六
、
七
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
島
市
と
し
て
、

哨
り

ま
同
ザ
ン
ジ
パ
ル
は
サ
ラ
セ
ン
の
時
代
か
ら
の
貿
易
港
と
し
て



栄
ぇ
、

A
N
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h
u
p
 

「
数
世
紀
の
問
、
世
界
最
大
の
貿
易
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
。
そ
こ
に
集
積
し
た
富
と
位
置
か
ら
諸
国
の
争
奪
の
的
と
な
り
、
サ

ω
 

ラ
セ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ト
ル
コ
の
領
有
か
ら
独
立
つ
い
で
イ
ギ
リ
ス
の
領
有
に
変
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
島
市
は
、
ア
フ
リ
カ

大
陸
沿
岸
へ
の
植
民
の
進
出
ゃ
、
奴
隷
廃
止
、
或
は
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
な
ど
か
ら
、
昔
日
の
繁
栄
を
失
っ
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
典
型

・品川げ

W

A

H

U

守

品

川

岬

か

や

か

や

か

む

的
な
も
の
は
、
セ
ネ
ガ
ル
河
口
の
サ
ン
ル
イ
島
、
西
海
岸
の
ゴ
レ

l
島
、
さ
き
の
ザ
ン
ジ
パ
ル
島
等
で
あ
る
。
一
万
で
は
、
ト
ン
ボ
島
、

必

，

内

川

叩

p
n
v

かや

rnv

ラ
ゴ
ス
島
、
マ
ツ
サ
ワ
島
や
モ
ン
パ
サ
島
の
よ
う
に
今
日
な
お
繁
栄
を
つ
づ
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
、
ホ

ン
コ
ン
も
ま
た
内
陸
進
出
の
基
地
と
し
て
建
設
さ
れ
た
島
市
の
、
な
お
繁
栄
を
つ
づ
け
て
い
る
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
島
市
は

内
切

作
h
u
v

ア
フ
リ
カ
沿
岸
に
限
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
古
く
に
は
地
中
海
東
海
岸
に
近
い
チ
レ
吋
可

3
島
が
あ
り
、
現
在
で
も
、
内
陸
の
未
開
発

晴リ

な
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
南
海
岸
の
ア
ル
:
諸
島
、
モ
ル
ツ
カ
群
島
中
の
タ
ル
ナ
テ
叶

3
3島
、
ア
ン
ボ
イ
ナ
〉

B
E
s
t
d、
パ
ン

ダ

回

mwロ円四
ω
島
等
も
こ
の
島
市
の
例
に
入
ろ
う
。

香
料
群
島

同

時

南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
島
興
で
は
早
く
か
ら
香
料
、
手
工
業
ロ
聞
の
輸
出
が
行
わ
れ
て
い
た
。
中
世
既
に
ヒ
ン
ヅ

l
・
ジ
ヤ
ワ
、

中
国
、
イ
ン
ド
、
サ
ラ
セ
ン
、
日
本
商
人
の
活
動
の
舞
台
で
あ
り
、

一
五
世
紀
に
入
る
と
、

マ
レ

l
半
島
の
マ
ラ
ッ
カ
冨
巳
"
の
の
ω
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
基
地
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
マ
ジ
ヤ
パ
イ
ト
王
国
の
衰
退
に
乗
じ
て
、
ジ
ヤ
ワ
沿
岸
諸
都
市
が
都
市
国
家
を
形
成
し
た
時
期

仰

が
あ
っ
た
。
当
時
、
東
都
の
ジ
ヤ
ラ
タ
ン
旦

mwggB
は
香
料
お
よ
び
塩
の
大
貿
易
港
で
あ
り
、
パ
ス
ル
ア
ン
司
ωω

。。吋
g
ロ

綿
布
を
輸
出
し
、
パ
ナ
ル
カ
ン

Hugh凶円。
o
Eロ
は
奴
隷
貿
易
港
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
叩

は
香
料
、

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
マ
ラ
ツ
カ
海
峡
支
配
か
ら
急
速
に
発
展
し
、

例
制

ワ
最
大
の
仲
継
貿
易
港
と
し
て
各
国
人
が
あ
つ
ま
り
、
「
あ
た
か
も
人
種
博
物
館
の
観
が
あ
っ
た
」
。
そ
こ
に
も
た
さ
れ
ら
た
商
品
は
、

帥

単
に
島
興
地
域
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
全
世
界
に
及
ん
だ
。
こ
の
パ
ン
タ
ム
に
オ
ラ
ン
ダ
は
一
七
世
紀
初
頭
東
イ
ン
ド
会
社
を
お
い
た
。

西
部
ジ
ヤ
ワ
の
パ
ン
タ
ム

回

ω
ロ件。ロ

一
六
世
紀
末
に
は
、
ジ
ヤ

離
島
の
商
品
・
資
本
付
!
島
唄
時
代

/¥ 
九



ジャワにおける

重商主義期の著名港

経

営

と

経

済

パ
タ
ピ
ア

パ
ン
タ
ム

ア
一ニユギ

テ (Jj'Jル
ル<>{vらマ

t心、2
，t〉~.

セラム島 ア

o 1?こもル
アンポイナ

パン・ダ

香料群島の島市

九
O 

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
は
一
七
、
八
世
紀
の
間
「
香

A
句

料
貿
易
の
独
占
を
目
的
と
し
た
」
東
イ
ン
ド
会
社
の
収

奪
が
つ
づ
き
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
植
民
政
策
で
な
く

内
川
叩

掠
奪
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
ジ
ヤ
ワ
島
で

は
、
香
料
の
み
で
な
く
、

i

コ
ー
ヒ
ー
、
茶
、
砂
糖
な
ど

の
輸
出
作
物
が
増
加
し
、
会
社
と
耕
作
者
の
間
に
土
着

権
力
機
構
が
介
在
し
て
輸
出
作
物
の
強
制
栽
培
方
式
が

取
ら
れ
る
地
域
が
多
か
つ
が
。
し
か
し
、
例
え
ば
従
来

モ
ル
ッ
カ
群
島
中
自
由
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
香
料
を
会

社
は
各
地
域
の
土
侯
と
契
約
し
て
会
社
以
外
と
一
切
の

内

υ

取
引
き
を
禁
じ
、
更
に
は
生
産
制
限
の
た
め
に
、
タ
ル

内

υ

ナ
ト
、
ア
ン
ボ
イ
ナ
の
両
島
に
限
っ
て
生
産
を
許
し

側

た
%
に
減
少
し
た
。

十
八
世
湘
末
(
一
七
九
八
)
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
約
二
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
を
閉
会
、
会
社
時
代
に
用
意
さ
れ
て
い
量

向
U
V

制
栽
培
制
関
が
全
ジ
ャ
ワ
島
に
実
施
さ
れ
(
一
八
三

O
年
)
、
東
イ
ン
ド
の
輸
出
貿
易
が
急
増
し
、
単
に
独
占
商
人
ば
か
り
で
な
く
、
本

d

u

d

d

 

向

υ

・円
M-

国
の
国
庫
に
巨
大
な
利
益
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
植
民
地
に
対
し
て
一
一
周
は
げ
し
い
収
奪
を
結
果
し
た
。

更
に
は
、
ア
ン
ボ
イ
ナ
島
で
は
、
そ
の
生
産
を
%
以
下
に
減
少
せ
し
め
、
人
口
ま

乙
の
制
度
は
全
ジ
ャ
ワ
島
農
民
の
耕
地
の
vn
な
い
し
労
に
強
制
さ
れ
、
主
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
、
甘
煎
、
藍
の
三
輸
出
作
物
に
行
わ
れ
、

向
U
、

そ
の
結
果
、
オ
ラ
ン
ダ
は
「
さ
し
た
る
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
な
く
」
輸
出
作
物
の
生
産
者
と
な
り
、
し
か
も
生
産
力
の
上
昇
し
た
ジ
ヤ



ジャワ島における強制栽培作物別表オラシダ領東インド貿易

(1846) 

作 物 i 労働義務家族 | % 

コーヒ戸 409，773 51.4 
砂 糖 154，786 

産iエロき. 168，720 21.2 
タノξ コ 29，493 3.7 
香 料 24，168 3.1 
そのイ也 8，949 1.2 

w. K. G. : Grundlagen und Entwick. 

1 ungsrichtung der land w irtscha ft-

lichen Erzeugung in Niederlandische 

.Indien. (1939，) S.98 

年 代|輸 出 1 輸 入

1825 1，602 1，244 
1830 1，275 1，504 
35 3，216 1，555 
40 7，397 2，643 
45 6，446 2，652 
50 5，732 2，404 
55 7，876 3，206 
60 9，915 4，417 
65 10，138 4，028 
70 10，776 4，446 

(単位 1万フロリン)

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付
!
島
峡
時
代

A
却

嗣
U
V

ワ
島
の
人
口
は
、
こ
の
期
聞
に
約
二
倍
の
増
加
を
示
し
た
。

要
す
る
に
南
ア
ジ
ア
の
島
々
に
対
す
る
直
接
の
資
本
投
下
に
よ
る
開
発
は
主

と
し
て
ス
エ
ズ
運
河
開
通
以
降
の
世
界
経
済
が
独
占
段
階
に
入
っ
て
か
ら
で
ゐ

り
、
そ
れ
ま
で
の
こ
の
地
域
は
重
商
主
義
的
な
商
人
資
本
お
よ
び
本
国
国
持
の

独
占
に
よ
る
収
奪
に
ま
か
さ
れ
た
時
期
が
つ
づ
い
た
。
台
湾
も
こ
の
例
外
で
は

戸

L

1

0

み

'
h
p
uか

く
し
て
、
十
八
世
紀
は
、
商
業
資
本
の
植
民
地
支
配
が
大
陸
沿
岸
の
島
興

と
熱
帯
の
島
々
を
中
心
に
行
わ
品
川
西
イ
ン
ド
諸
島
の
甘
茂
生
産
と
輸
出
、
ア

向

u-

フ
リ
カ
沿
岸
島
興
の
奴
隷
貿
易
お
よ
び
南
ア
ジ
ア
諸
島
の
香
料
、
手
工
業
品
な

ど
の
貿
易
の
独
占
が
、
資
本
主
義
期
に
入
る
前
代
に
お
け
る
資
本
積

J. S. Furnival : Netherland 

lndia (939) PP.104-5 (1825)、
PP.129-130 (1830-45)、p.171
(1850-70) 

蓄
の
源
泉
と
し
て
の
役
割
を
果
し
、
ま
さ
に
「
島
興
時
代
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
主
に
島
の
も
っ
て
い
る
自
然
条
件
に
起
因
し
て
い

た
。
当
然
か
か
る
時
期
に
は
、

「
孤
島
」
と
い
う
考
え
は
あ
っ
て
も
、

本
土
に
対
す
る
「
離
島
」
と
い
う
考
え
方
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。日

本
の
島
映
時
代

九



経

営

と

経

済

度

名|生産|消費|自給度| 摘 要

トシ トシ
20.3 % 瀬 豊 町 334 1，647 三角島、大崎下島一部

円
豊浜村 218 3，153 6.9 豊島、斉島、大崎下島一部

内海町 773 1，374 56.2 田島、横島
内 百 島 550 2，170 25.4 

鹿児島

甑 島 1，658 2，191 75.6 
種子島 14，466 11.443 126.2 
南西諸島 247 700 35.3 

新潟 佐渡 島 48，490 35，296 137.3 

島根 隠岐 島 4，388 6，237 70.5 

長
平 戸 9，360 7，136 132.8 
生 月 1，729 2，622 66.0 

崎
五島列島 17，163 32，156 53.4 
対 馬 5，076 
て宮f三 岐 9，520 6 ， 8461 139.2 

給自穀米のi典島要主

九

沿
岸
寄
港
島

鎖
国
以
降
対
朝
鮮
貿
易
を
独
占
し
て
き

た
対
局
島
の
厳
原
港
の
よ
う
な
国
際
貿
易
港
を
は
じ
め
、

特
に
藩
政
中
期
以
降
発
達
し
た
沿
岸
航
路
に
そ
う
寄
港
島
、

離島振興計画作成基礎調査書(昭和37年)各関係島唄編による。

或
は
特
に
藩
政
後
期
に
栄
え
た
西
海
捕
鯨
基
地
の
島
々
な

ど
広
く
他
地
域
と
交
流
し
た
港
市
、
漁
業
基
地
は
多
い
が
、

そ
れ
ら
の
島
々
で
も
郷
村
ー
ー
た
と
え
ば
対
馬
の
そ
れ
の

哨
り

如
げ
|
|
は
多
く
閉
鎖
社
会
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
単
に
島
ば
か
り
で
な
く
、
藩
政
期
は
城
下
町
、

港
町
な
ど
の
特
定
の
地
域
を
除
い
て
は
一
般
に
自
給
社
会

で
あ
り
、
従
っ
て
孤
立
社
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く

の
島
々
は
、
今
日
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
と
に
主
殺
の

自
給
が
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
島
々

に
は
早
く
か
ら
海
を
介
し
て
他
地
域
と
の
交
流
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
対
馬
の
よ
う
な
大
き
い
島
で
も
米

の
自
給
は
不
可
能
で
、
既
に
「
貌
志
倭
人
伝
」
に
お
い
て
、

対
馬
の
交
易
の
主
目
的
が
米
を
う
る
乙
と
に
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
そ
の
後
の
対
朝
鮮
貿
易
の
主
目
的
も

そ
こ
に
あ
っ
た
可
藩
政
の
中
頃
、
米
は
全
消
費
量
の
約
半



対馬豊玉村の干拓団

離
島
の
商
品
・
資
本
付

l
島
唄
時
代

この図は豊玉村役場からの聴き取りによって作ったもの。、阿比留氏

の干拓は中世に行われ、江口氏の干拓方式に朝鮮方式が取られている由

である。対馬水田の70%は干拓国であるといわれている。

数
近
く
が
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
対
馬
で

は
本
土
よ
り
少
く
と
も
八

O
年
早
く
、
山
林
が
木
庭

耕
地
と
し
て
「
高
入
れ
」
さ
れ
、

一
八
一

O
年
に
は

対
馬
全
耕
地
の
一
七
%
は
木
庭
耕
地
で
あ
っ
た
。
海

用
さ
れ
て
き
た
。

岸
の
磯
場
も
、
農
業
の
肥
料
源
と
し
て
主
と
し
て
利

一
方
自
給
度
を
高
め
る
た
め
に
、

d
u，

 

h
や

さ
か
ん
に
干
拓
新
田
が
聞
か
れ
、
こ
れ
が
郷
村
人
口

哨

り

・

hυ 

の
不
断
の
増
加
を
ま
ね
い
て
い
る
。
干
拓
新
田
に
は
、

4
4
 

藩
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
(
今
日
で
も
オ
ヒ
ラ
キ
と

よ
ば
れ
て
い
る
)
と
有
力
給
人
(
在
郷
武
士
)
の
開

艇

い
た
も
の
が
あ
る
。

対馬の耕地

(1810一文化10年)

田

4，442.3石

62.9% 

17.2 

14.8 

方

木庭方

方

八郷計

佐ヨ
日ヨ

九

4.9 

0.2 

茶園方

椿森方

100.0 

有賀・永島:r対馬封建制

度の諸問題」より作成

計



経

営

と

経

済

九
四

ま
た
瀬
戸
内
海
の
島
々
は
、
藩
政
後
期
か
ら
異
常
な
人
口
増
加
を
示
し
た
地
域
で
あ
る
が
、
不
足
し
た
主
穀
が
甘
藷
の
栽
培
に
よ
っ
て

お
ぎ
な
わ
れ
た
の
が
そ
の
大
き
い
理
由
で
あ
り
、
ま
た
宮
本
に
よ
る
と
、
瀬
戸
内
の
島
々
か
ら
本
土
農
村
へ
の
出
稼
ぎ
の
目
的
は
主
と
し

品
川
司

て
米
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

(
註
)
も
っ
と
も
今
日
の
西
イ
ン
ド
諸
島
に
み
ら
れ
る
主
食
の
自
給
不
可
能
な
現
象
は
、
耕
種
農
業
に
と
っ
て
は
劣
悪
な
自
然
条
件
に
よ
る
対
馬
と
同

品
川
ザ

一
に
談
じ
る
べ
き
で
は
な
く
、
白
人
資
本
の
植
民
地
支
配
の
結
果
し
た
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
日
本
の
沿
岸
島
興
は
本
土
の
農
山
村
と
異
っ
て
、
そ
の
自
然
条
件
の
故
に
か
え
っ
て
孤
立
的
で
あ
り
得
な
い
か
な
り
の
例

が
多
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

m

w

M

仰

中
世
に
入
っ
て
、
瀬
戸
内
海
の
海
運
は
か
な
り
開
け
、
「
内
海
島
興
民
の
異
常
な
信
仰
を
う
け
て
い
た
」
厳
島
(
広
島
県
)
に
は
、
中

世
の
末
頃
、
既
に
門
前
町
が
開
か
れ
、
各
地
の
商
人
に
よ
る
取
引
き
が
行
わ
れ
て
お
り
、
「
商
人
は
、
宿
屋
業
、
港
湾
荷
役
、
倉
庫
業
を

営
む
に
至
り
、
広
範
な
取
引
き
が
成
立
し
て
、
裕
福
な
る
町
人
階
級
を
形
成
し
て
い
た
」
。
ほ
か
に
も
、
瀬
戸
内
島
興
に
は
信
帆
船
時
代時

υ

に
宮
本
は
、
周
防
上
ノ
関
(
山
口
県
直
島
)
、
由
良
、
岩
屋
(
以
上
淡
路
島
は
)
な
ど
二
、
一
二
の
寄
港
島
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
り

強
国
以
降
わ
が
国
沿
岸
各
地
に
海
運
が
発
達
し
、
乙
と
に
正
徳
(
一
七
一
一

t
一
七
一
五
)
年
間
以
降
い
よ
い
よ
隆
盛
に
向
っ
て
い
る

側

側

る
。
当
時
の
主
要
航
路
は
、
東
回
り
、
西
回
り
、
江
戸
上
方
聞
の
外
に
西
海
航
路
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
各
地
の
地
方
沿
岸
航
路

制

が
あ
っ
た
。
地
方
航
路
で
特
に
重
要
な
も
の
は
下
関
、
長
崎
聞
の
航
路
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
航
路
に
そ
う
本
土
沿
岸
の
港
市
の
外
に
沿
岸

の
島
々
に
多
く
の
潮
ま
ら
、
風
待
ち
の
寄
港
島
が
栄
え
た
。
そ
し
て
例
え
ば
西
回
り
航
路
の
発
達
に
よ
っ
て
隠
岐
島
に
享
保
(
一
七
二
ハ

働

側

、
t
三
五
)
年
間
以
降
中
国
に
輸
出
す
る
俵
物
が
増
加
し
、
ま
た
対
馬
の
曲
に
お
い
て
も
同
様
の
現
象
が
起
っ
て
い
る
q

側

古
田
は
「
西
回
り
海
運
の
発
達
が
必
ず
し
も
瀬
戸
抑
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
、
瀬
戸
内
の
「
安
芸
路
乗
り
」
か
ら
大

h
p
 

阪
へ
の
最
短
距
離
と
し
て
「
沖
乗
り
」
コ

l
ス
が
栄
え
内
海
の
島
々
に
新
し
い
多
く
の
寄
港
島
が
出
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
芸
予
叢
島
の



(天保10年一1839)

他国よ り購入 他国へ売払 領内へ落札にて売払

商 品 | 数 量 |買入先 数量|売払先 数量 l売払先|

米 17 ，000石 北頗戸国、内北沿九岸州、 11，200石土瀬佐戸、内沿日岸向、 5，800石町内、近辺

酒 3，500丁 備大そ前阪の他、、 婚伊予磨、、 2，000丁諸回船 1，500丁町内、近辺[

ソーメン 1，200箱 灘目、小豆島 500箱諸そ回の他船 700箱町内、島々

砂 糖 250丁 肥大阪目日、 讃岐、 200丁北国、諸回船 50丁町内

御手洗町の取扱い商品

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付
!
島
瞬
時
代

その他、たば乙、干鰯、ロ戸ソグ、かつをぷし、呉服、藍玉、薬種などの商

品取引きがあげられている。

(後藤陽一:御手洗港の歴史148頁)

(註) 御手洗の購入相手地域は、北国、肥前、豊前、長門、周防、伊予、備

前、備中(以上米)、大阪、播磨、備前、伊予(以上酒)、豊後(たば

乙)、灘目、小豆島(ソ F メシ)、筑前 (P.-ツグ)、大阪(薬種)、

土佐、日向(かつをぷし)、肥前、大阪、讃岐(砂糖)、大阪、京都(

呉服)、阿波(藍玉)に及び、売払先は、土佐、日向、讃岐、大洲、宇

和島、上ノ関、北国或は諸回船である。領内へは、町内と近傍の島々に

限られていたようである。

西国り航路の発達した時期の内海寄港地

(後藤陽一:瀬戸内御手洗町の歴史90頁所収)

ーー公式定航路
一日沿岸定航路

Eコ1001宣以上碇泊可能
亡コ 50館以上碇泊可能

@本陣
I!)番所

ゴも
五
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文政年間の御手洗湊

芸藩通誌(安政八年1825)第2
巻巻八十六所哉。芸藩通誌には「

中国第一の湊」とあるが、乙の後

また外港の大調築が行われている。

地図中矢印の所は、殆んど原形の

ま〉残っている、写真はそれを示

した。(昭和41年掲影)

九
六

沖
乗
り
コ

l
ス
は
山
陽
筋
の
沿
岸
を
は
な
れ
て
、

靭
か
ら
田
島
、
引
削
島
、
岩
城
島
、
大
崎
下
島
、

津
和
地
島
、
沖
家
屋
島
か
ら
周
防
直
島
に
至
っ
て

闘

い
る
。
な
か
で
も
、
そ
の
位
置
に
め
ぐ
ま
れ
た
大

崎
下
島
で
は
御
手
洗
港
が
形
成
さ
れ
(
明
文
六

i

一
ム
ハ
六
六
年
、
始
め
て
、
人
家
が
建
っ
た
)
、
沖

乗
り
航
路
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
、
西
国
各
藩
や

帥

民
間
の
船
宿
が
多
く
お
か
れ
た
。
当
然
、
単
な
る

寄
港
地
か
ら
物
資
の
集
散
地
に
変
り
、
取
扱
わ
れ

た
商
品
は
、
藩
の
「
蔵
物
(
貢
租
の
品
)
」
か
ら

「
納
屋
物
(
民
間
商
品
)
」
に
及
び
、
北
園
、
西

国
、
四
国
の
米
、
こ
と
に
北
国
の
米
が
第
一
で
、

そ
の
大
部
分
が
再
移
出
さ
れ
、
或
は
寄
港
す
る
航

舶
に
売
却
さ
れ
た
吋
藩
外
取
引
き
の
主
要
相
手
地

域
は
、
北
国
、
大
阪
、
京
都
、
瀬
戸
内
沿
岸
諸
地

域
、
九
州
に
お
よ
び
、
内
海
の
尾
ノ
道
、
靭
、
兵

庫
、
大
阪
、
下
関
に
な
ら
ぷ
商
業
地
で
、
御
手
洗

相
場
が
取
引
き
の
標
準
相
場
で
あ
っ
た
。



港
は
少
く
と
も
明
和
七
(
一
七
七

O
)
年
以
加
に
作
ら
れ
そ
の
後
修
理
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
諸
費
用
は
町
の
「
出
来
銀
」

か
ら
支
出
さ
れ
多
く
は
地
元
負
担
で
あ
っ
た
。
画
期
的
な
も
の
に
、
既
に
数
百
般
の
船
を
つ
な
ぐ
外
内
二
港
を
も
っ
て
い
た
こ
の
浴
に
、

(
一
八
二
八
)
年
の
調
築
工
事
が
あ
る
。
乙
の
内
外
港
の
築
調
は
、
芸
州
藩
の
直
轄
事
業
と
し
て
投
資
さ
れ
、
加
え
て
地

元
や
、
鴻
池
が
か
な
り
負
担
し
て
い
る
吋
乙
れ
の
資
金
を
捻
出
す
る
た
め
に
富
く
じ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
青
木
の
詳
細
な
研
究
が

あ
る

o
dわ
ば
、
本
土
か
ら
、
離
島
へ
の
大
き
い
資
本
投
下
の
一
例
(
一
八
二
八
・
五
か
ら
一
八
二
九
・
五
の
一
ヶ
年
間
を
要
し
て
い
る
)

「
中
国
無
双
の
良
出
向
」
と
し
て
町
民
は
「
永
久
に
緊
栄
す
る
御
手
洗
港
を
夢
み
た
。
」

更
に
文
政
一
一

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

単
に
御
手
洗
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
寄
港
島
に
対
し
て
、
島
内
外
の
資
金
が
投
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
推
定
に
難
く
な
く
、
例
え
ば
、
対

馬
厳
原
に
お
け
る
藩
政
期
の
築
尚
も
、
倉
橋
島
鹿
老
渡
の
当
時
の
港
も
、
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
残
存
し
て
い
る
o

ま
た
「
芸
州
御
手
洗
よ
り

備
後
靭
津
迄
の
間
に
て
は
当
所
を
汐
繁
場
所
と
相
心
得
居
」
(
文
佑
一
三
年
子
年
十
月
港
波
深
願
)
ら
れ
て
い
た
岩
城
島
(
愛
媛
県
)
で

は
「
宝
暦
年
中
(
一
七
五
一
、
t
一
七
六
三
)
御
上
御
苦
労
を
以
て
波
止
築
方
仰
け
ら
れ
て
」
完
成
し
て
い
た
も
の
が
、
文
佑
十
三
年
(
一

八
二
ハ
)
に
は
溶
へ
の
納
米
を
「
当
暮
米
千
俵
五
朱
利
付
に
て
拝
借
、
元
米
百
俵
宛
年
利
米
に
相
添
え
期
間
十
年
」
(
港
後
深
願
)
年
賦

で
俊
諜
願
が
出
て
い
る
。
ま
た
単
に
港
湾
ば
か
り
で
な
く
大
三
島
(
愛
媛
県
)
の
藩
政
期
の
干
拓
事
業
を
み
る
と
、
文
政
元
(
一
八
一
八
〉

年
の
口
総
地
先
の
干
拓
事
業
に
今
治
商
人
の
砂
田
、
松
山
商
人
加
賀
屋
、
藩
重
役
な
ど
の
出
資
が
あ
り
、
そ
の
他
相
つ
ぐ
新
田
、
塩
田
開

発
が
中
期
以
降
行
わ
れ
て
い
る
。
乙
の
出
資
者
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
本
土
商
人
の
投
資
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

宮
本
は
内
海
島
政
の
集
落
を
七
つ
の
タ
イ
プ
に
分
ち
、
近
世
に
入
っ
て
、
信
帆
時
代
の
周
防
上
関
(
直
島
)
、
厳
島
、
淡
路
島
か
ら
、
木

綿
帆
船
の
往
来
で
栄
え
た
寄
港
島
と
し
て
、
周
防
上
ノ
関
(
直
島
)
、
地
家
室
(
周
防
大
島
)
、
安
芸
鹿
老
渡
(
倉
橋
島
)
、
蒲
刈
三
ノ
瀬
、

例

大
崎
上
島
体
、
瀬
戸
田
、
伊
予
安
居
島
、
岩
城
島
、
弓
削
島
、
前
中
白
石
島
、
備
前
大
多
府
島
等
を
あ
げ
、
ま
た
「
離
島
」
に
よ
る
と
、

西
廻
航
路
の
発
達
に
よ
っ
て
宮
本
の
あ
げ
た
外
に
罰
刈
向
浦
、
伊
予
津
和
地
島
を
あ
げ
、
日
本
海
側
で
は
山
形
県
の
飛
島
、
新
潟
県
の
粟
島
、

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付

i
島
峡
時
代

九
七
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九
/'1、

佐
渡
島
(
小
木
港
)
、
島
根
県
の
隠
岐
島
、
東
廻
り
航
路
で
は
、
宮
城
県
の
寒
風
沢
島
、
上
方
航
路
に
そ
う
紀
州
大
島
、
西
海
航
路
で
は

ア
ヅ
チ

佐
賀
県
の
加
部
島
、
長
崎
県
の
平
戸
島
(
平
戸
、
田
助
)
、
的
山
大
島
、
樺
島
(
長
崎
県
半
島
の
尖
端
に
あ
る
も
の
)
お
よ
び
天
草
下
島

(
津
崎
、
牛
深
)
等
の
風
待
ち
、
潮
ま
ち
港
を
あ
げ
、
現
在
で
は
多
く
衰
退
し
、
倉
橋
島
鹿
老
渡
、
平
一
戸
島
田
助
の
如
、
き
は
化
石
村
で
あ
る

Q

近
世
に
入
っ
て
、
対
馬
が
朝
鮮
貿
易
を
独
占
し
、
月
約
二
五

i
三
O
隻
の
貿
易
船
が
出
入
し
、
米
穀
の
外
に
、
大
阪
、
江
戸
へ
人
参
、

旧藩時代の厳原港

寛文7(1667)年から同12(1672)年にわたって構築さ

れたもの。長さ30間巾4聞の来崎やらい、長さ70聞の中や

らい、長16聞の東やらいの 3つの築港が行われている(対

局島誌501頁)0 (昭和40年撮影)

糸
、
織
物
を
送
り
、
ま
た
「
長
崎
の
中
国
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
貨

物
が
、
藩
の
朝
鮮
万
の
手
を
経
由
し
て
、
朝
鮮
に
再
移
出
さ
れ

て
い
た
」
。
ま
た
園
内
か
ら
の
対
馬
の
取
扱
う
主
要
輸
出
品
は

大
阪
銀
座
で
精
錬
さ
れ
た
銅
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
対
馬
の
交

易
相
手
地
域
は
広
く
、
長
崎
、
大
阪
、
江
戸
と
朝
鮮
と
の
財
貨

を
媒
介
す
る
仲
継
地
で
も
あ
り
、
さ
き
に
述
べ
た
通
り
そ
の
府

一
種
の
自
由
貿
易
港
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。

中
厳
原
は
、

な
お
博
多
と
の
関
係
は
、
宗
氏
の
出
自
の
関
係
も
あ
っ
て
密
接

で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
米
の
移
入
を
介
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

米
が
直
接
筑
後
川
尻
の
大
川
か
ら
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
博

多
と
の
関
係
が
よ
わ
く
な
っ
て
い
る
。
少
く
と
も
、
今
日
み
ら

れ
る
博
多
が
対
馬
に
も
っ
て
い
る
よ
う
な
性
格
は
な
か
っ
た
。

小
泊
官
島
で
も
、
小
田
家
が
俵
物
を
長
崎
で
中
国
と
交
易
し

て
い
る
。
干
し
鰯
の
好
況
期
に
は
、
例
え
ば
飯
島
(
鹿
児
島
県
〉



は
「
肥
前
、
肥
後
ま
た
は
大
阪
方
面
に
直
接
交
易
す
る
も
多
く
は
現
在
の
平
良
漁
港
も
一
七
世
紀
末
寛
政
年
聞
に
作
ら
れ
た
。

漁
業
島
こ
と
に
西
海
捕
鯨
島

殊
生
活
闘
を
構
成
し
て
い
ら
ま
た
前
者
に
お
い
て
は
、
早
く
か
ら
海
人
達
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
、
主
と
し
て
漁
獲
に
よ
っ
て
生
活
し
て

い
た
。
殊
に
家
船
漁
民
の
集
落
と
そ
の
重
要
な
る
移
動
の
中
心
が
こ
の
海
域
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。

少
く
と
も
諮
政
中
期
以
降
に
な
る
と
瀬
戸
内
海
域
は
、
水
産
物
の
市
場
条
件
に
め
ぐ
ま
れ
、
そ
の
漁
業
社
会
の
階
層
分
化
は
比
較
的
早

く
、
ま
た
か
な
り
大
規
模
な
い
わ
ゆ
る
「
大
漁
業
」
が
成
立
し
、
沖
合
出
漁
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
多
く
の
西
海
域
へ
の

移
住
者
を
出
し
、
こ
と
に
開
放
的
な
五
島
に
多
く
、
「
五
島
の
近
世
化
は
漁
業
を
主
軸
に
し
て
行
わ
れ
色
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
漁
業

発
展
は
こ
れ
ら
外
来
者
の
手
に
担
わ
れ
進
め
ら
れ
て
き
た

五
島
列
島
を
中
心
と
す
る
九
州
西
海
の
多
島
海
は
、
古
く
か
ら
瀬
戸
内
多
島
海
と
対
応
す
る
漁
民
の
特

対
馬
で
は
、
早
く
か
ら
泉
州
佐
野
漁
民
の
鰯
網
(
地
曳
網
が
主
で
あ
る
か
ら
か
な
り
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
)
を
中
心

と
す
る
網
漁
の
出
漁
が
多
く
、
し
か
も
島
民
は
寛
文
検
地
後
、
専
業
農
民
化
し
、
自
給
農
業
の
た
め
の
磯
場
の
採
貝
藻
業
に
終
る
に
至
っ

て
近
海
の
漁
獲
は
全
く
外
来
入
漁
者
に
ま
さ
れ
て
き
た
。

(
早
く
か
ら
の
対
馬
定
住
の
専
業
漁
民
は
い
鐙
ケ
崎
か
ら
移
住
し
た
曲
の
蛋
人
の
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
戸
島
列
島
の
宇
久
、
小
値
賀
、

柏
(
福
江
島
)
に
も
蛋
漁
業
が
み
ら
れ
た
。
佐
野
網
は
一
時
享
保
年
聞
に
入
漁
を
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
鰯
地
曳
網
漁
や
延

縄
漁
は
藩
政
期
を
通
じ
て
対
馬
に
お
い
て
殆
ん
ど
独
占
的
な
漁
業
権
を
も
っ
て
い
た
。

一
九
世
紀
に
入
っ
て
佐
野
の
網
浦
が
三
一
に
減
少

し
て
い
る
が
な
お
全
島
に
分
布
し
、
こ
と
に
明
治
以
降
要
塞
地
帯
佑
し
て
不
毛
の
海
面
と
さ
れ
て
き
た
浅
茅
湾
内
が
最
も
多
川
d

一
八
世

紀
の
末
に
な
る
と
、
長
門
か
ら
鮪
、
飾
の
大
敷
網
が
入
る
。
明
治
前
期
の
漁
獲
物
に
は
な
お
諸
政
末
期
の
性
格
を
残
し
て
い
る
。
今
日
対

馬
の
中
心
的
な
イ
カ
一
本
釣
漁
業
は
明
治
以
降
の
外
来
移
住
者
に
よ
っ
て
急
速
な
発
展
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
藩
政
期
の
網
入
漁
者
は
対

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付

l
島
腕
時
代

九
九
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採貝諜いかだ船(佐譲)

昭和25年
唐舟志某家収入

(1.000円)

総収 245.0 

農収入 5.4 
ワカメ 37.8 
イ カ 103.5 
その他 98.3 

「対馬の自然と文化」

74頁

一O
O

対馬の佐野網浦

浅茅湾

539頁)

採貝藻漁業に終った対馬農民の主要生産手

段。九学会の調査した当時右の表のようにな

お、海藻は兼業農民の重要な現金収入源をな

している。

(文政7-1824一年)

西海岸犬ケ浦、久原、狩尾、賀佐、

回、銘、小網、唐州、廻

芦ノ浦、横浜、大千尋藻、曾、

遺川

貝口、仁位、志佐賀、嵯蛾、

貝鮒、糸瀬、濃部、大山、島

山、竹致、昼ケ浦、黒瀬、吹

崎、費形、加志、今里、尾崎

(新対馬島誌542頁〉

(新対馬島昔、

東海岸

馬
の
定
住
を
許
き
れ
な
か
っ
た
が
二
九
世
紀
初
頭
「
国
元
農
民
の
農
閑
期
に
お
け
る
漁
業
の
兼
業
を
免
許
し
た
」
の
刻
、
鰯
網
や
建
網
の
よ

う
な
農
閑
期
の
漁
業
で
あ
り
、
か
っ
、
一
村
の
集
団
的
活
動
を
必
要
と
す
る
漁
業
は
い
わ
ゆ
る
村
網
と
し
て
共
同
体
経
営
に
う
け
つ
が
れ

た
。
他
の
鯛
、
飾
網
等
の
「
漁
事
は
漁
戸
の
業
」
と
し
て
島
外
漁
民
の
吸
引
に
努
力
し
て
き
た
。
つ
ま
り
対
馬
で
は
、
藩
政
期
に
お
い
て

専
業
漁
民
の
小
漁
業
は
む
し
ろ
例
外
的
で
、
共
同
経
営
か
、
外
来
の
網
主
船
元
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
、
そ
の
規
模
は
五
島
奈
良
尾
の
紀
州



一
九
世
紀
に
伝
わ
っ
て
、
各
地
に
普
及
し
た
大
敷
網

に
し
て
も
、
古
い
共
同
網
よ
り
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
城
下
の
小
市

場
を
対
象
に
し
た
零
細
な
一
本
釣
漁
業
も
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
が
4
五
島

漁
業
の
主
流
も
ま
た
か
な
り
規
模
の
大
き
い
漁
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
藩
政
後
期
に
栄
え
た
薩
摩
本
土
側
か
ら
薩
南
、
琉
球
諸
島

へ
の
鰹
船
も
一
般
二

O
人
位
の
乗
組
員
が
あ
り
、
ほ
か
に
餌
取
船
或
は
荷
取
船
が
一
隻
な
い
し
二
隻
あ
っ
た
規
模
を
も
っ
て
い
向
。

要
す
る
に
少
く
と
も
藷
政
後
期
に
お
け
る
漁
業
は
、
極
く
少
数
の
専
業
漁
民
や
自
給
農
民
の
採
員
藻
漁
業
の
よ
う
な
「
小
漁
業
」
と
、

か
な
怜
大
き
い
規
模
を
も
っ
共
同
経
営
か
或
は
船
元
、
網
主
経
営
に
よ
る
「
大
漁
業
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
後
者
が
支
配
的
漁
業
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
大
漁
業
の
う
ち
、
最
も
大
規
模
な
も
の
は
、
藩
政
中
期
以
降
紀
州
、
南
海
、
山
陰
海
岸
お
よ
び
西
海
域
に
栄
え
た
捕
鯨
業

対馬における主要漁獲物
(貫)

| 明治29年 | 大正12年

フ り 177，745 32，736 

イ カ 166，572 4，011.952 

コンプ 251.178 一

海そ の{藻也 64，490 一

サ J、' 74，813 157，608 

ア :;' 8，361 104，558 

タ イ 21，190 166，505 

アワピ 23，388 10.452 

で
あ
ろ
う
。

か
ら
の
鰯
網
に
み
ら
れ
る
「
一
組
三

O
人
ほ
ど
の
従
事
者
を
必
要
と
し
」

て
い
た
点
か
ら
み
る
と
、
か
な
り
規
模
の
大
き
い
漁
業
が
主
体
で
あ
っ
た
。

五
島
に
つ
い
て
み
て
も
、
古
い
共
同
網
で
例
え
ば
上
五
島
の
在
郷
武
士

(対馬島誌286-287頁)

の
知
行
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
網
代
〈
加
徳
と
い
う
)
で
は
、

、
時
一
帖
三

O
O尋
あ
り
、
網
引
船
三
般
を
必
要
と
し
た
(
網
子
は
浜
万
百

加
が
あ
た
っ
た
)
か
な
り
規
模
の
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
吋
紀
州
か
ら
の

一
人
前
網

鰯
網
に
し
て
も
さ
き
に
も
ふ
れ
た
通
り
の
規
模
を
必
要
と
し
、
捕
鯨
業
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

一
六
世
紀
の
後
半
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
か
い
り
て
、
捕
鯨
業
は
三
河
、
尾
張
、
紀
州
、
土
佐
、
九
州
西
海
等
の
西
南
日
本
の
沿
岸
海
域

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
専
ら
突
取
法
で
あ
つ
ら
突
取
法
の
拍
鯨
規
模
は
、
後
の
網
取
法
と
比
較
す
る
と
小
規
模
な
も
の
で
、
主
に
七
、

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付
!
島
瞬
時
代

O 



経

営

と

経

済

18、9世紀における西海主要捕鯨基地

壱岐

|I)| 2 ) 1 3 ) |4)  
1773 (安永二年)11796 (寛政八年)11808 (文化五年)11896 (明治29年)

1 E1~前目勝本※印通|
前日 勝本 |同左 |寺※棚江 |箱崎

的山大島白書浦 i的山大島生月間生月島平島平
江島平島平戸|小値賀崎浦江|戸島植松崎戸島
島津吉宇久島|島平島宇久島
小値賀生月 !平戸島津吉

魚目l有川有
島大

柏
部

業
板

奈
川

丹

奈

有

伊瀬
波

島

早

西

廻

黄
日

田

浦

野

柏

魚

太

鰐

吉

田署浦

柏有川魚目
板部大島

的山大島
生月島

北松

五島
黒瀬
浮島

※鰐浦※廻

※掲自大島

鰐浦廻対馬

島島

)

渡
屋
島

馬
護
壁

名

(

島
※
島

川
子
部

小
呼
加

※
※
※
 

於日之|同左掲目大島
島筑前

馬渡島小川島津居

1)は安永2年木崎悠行の小Jl!島鯨絵巻。
2)は寛政8年頃の小川島の生月仁左衛門捕鯨絵巻によった福本和夫:捕鯨

史話 (95、96頁)から転載。
3)文佑5年の鯨史稿からのもの(小葉田:西海捕鯨業について、および大

日本水産会:捕鯨志)。※印は両者伺れかの書物にのったもの。 r捕鯨
志」では、鯨史稿所哉のものでも、明浦或は不時の来鯨を捕えていたも
のは略している。

4)大日本水産会:捕鯨志(明治29年)125~128頁から引用。

註

益富組捕鯨頭数

217頭享保10年(1725)~元文 5 年(1741)

21.200/，1 寛保元年(1741)~弘化元年(1844)

O 339/，1 弘化 2 年(1845)~万延 2 年(186 1)

44/，1 

小葉田淳:西海捕鯨業について(平戸学術調

査報告一昭和26年)

明治 2 年(1869)~明治 6 年(1873)



八
般
の
船
団
か
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
紀
州
か
ら
西
海
に
出
漁
し
た
も
の
は
、
十
二
、
一
二
般
か
ら
二

O
般
と
か
な
り
大
型
に
な
っ
て

し
た
。異

説
が
多
い
が
、
約
一
世
紀
聞
の
突
取
法
時
代
を
経
て
、
九
州
或
は
紀
州
か
ら
起
っ
た
網
取
法
が
一
八
世
紀
初
頭
に
は
か
な
り
普
遍
化

し
、
規
模
も
大
型
化
し
た
。
そ
し
て
隆
替
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
、
当
時
の
最
大
の
マ
ニ
ユ
企
業
と
し
て
藩
政
末
期
ま
で
存
続
し
た
が
吋

二
O
世
紀
初
頭
に
は
、
繁
栄
を
極
め
た
西
海
の
島
々
で
は
、
生
月
、
有
川
(
五
島
列
島
中
通
島
)
と
小
川
島
(
佐
賀
県
)
が
残
る
の
み
と

な
っ
た
。
網
取
法
時
代
の
捕
鯨
基
地
を
文
献
で
み
る
と
右
の
通
り
で
あ
る
。
突
取
法
時
代
の
西
海
捕
鯨
に
つ
い
て
小
葉
田
は
平
戸
吉
村
組

の
活
躍
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
冬
浦
は
壱
岐
島
西
北
海
が
中
心
漁
場
で
、
春
浦
は
ほ
か
に
、
五
島
(
平
島
、
江
島
何
れ
も
大

村
藩
)
生
月
、
平
戸
島
津
吉
に
も
う
つ
っ
た
。
羽
原
に
よ
る
と
、
壱
岐
が
当
時
の
西
海
捕
鯨
の
中
心
で
、
主
と
し
て
島
外
資
本
に
よ
る
共

同
鯨
組
が
夷
浦
に
基
地
を
お
い
て
い
た
。
五
島
の
有
川
、
魚
目
の
捕
鯨
業
も
紀
州
人
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
ま
た
対
馬
の
捕
鯨
突
組
も
島

外
資
本
に
よ
っ
て
閲
か
れ
た
。

網
取
法
時
代
に
入
る
と
、
壱
岐
の
永
取
、
倉
光
、
土
肥
、
生
月
の
益
富
、
五
島
の
小
田
、
江
口
、
山
田
、
大
村
藩
の
深
沢
、
対
馬
の
亀

谷
の
諸
鯨
組
が
西
海
海
域
に
栄
え
、
こ
と
に
生
月
の
益
富
組
は
最
大
の
規
模
で
、
壱
岐
の
前
日
(
冬
二
組
、
春
一
組
)
、
勝
本
(
冬
二
組
、

春
一
組
)
生
月
の
御
崎
(
冬
春
一
組
)
、
江
島
(
春
一
組
、
前
日
よ
り
う
つ
る
)
板
部
大
島
(
春
一
組
、
勝
本
よ
り
う
つ
る
)
の
五
組
の

基
地
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
壱
岐
の
四
組
が
最
も
大
規
模
で
あ
っ
た
。
弘
佑
二
(
一
八
四
五
)
年
以
降
縮
少
し
て
、
生
月
、
前
日
、
板
部
の

三
組
と
な
り
、
明
治
に
入
っ
て
生
月
の
御
崎
組
の
み
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
勺
そ
の
間
約
一
五

O
年
(
享
保
九
|
一
七
二
四
l

年
創
動

の
聞
に
捕
鯨
頭
数
一
二
、
八

O
O
頭
を
こ
え
て
い
る
。
益
富
に
つ
ぐ
も
の
は
土
肥
組
で
、
寛
政
一
一

(
一
七
九
九
)
年
の
記
線
で
は
勝
本
、

小
値
賀
、
平
一
戸
津
吉
に
五
組
を
も
っ
て
い
る
。

五
島
で
は
有
川
、
魚
目
、
小
値
賀
の
ほ
か
に
、
宇
久
、
丹
奈
(
今
日
の
大
洋
漁
業
の
納
屋
の
あ
る
荒
川
附
近
)
、
黄
島
に
深
沢
組
の
基
地

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付
!
島
唄
時
代

一O
三
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寛政11年 (1799)西海捕鯨地状況

場 i経営者間|縞飴 I51fiYd~TJiYd I持 双 船 1
壱勝 本 土肥市兵エ冬春配人乗り1211iり8売人乗り

!前日益出 J(ft.::L.F9I ~ ~ I 1/ 1/ 。
岐印通寺 グ |春 上の半分 上の半分 上の半分

土肥市 兵 エ 冬春 1/ 。 。
馬伊奈 1/ 春 。 。 1/ 

生月島 益富又左ヱ門 冬春 。 。 11 

的山大島 1/ え 。 。 。
小値賀島 土肥市 兵 ヱ 。 11 11 1/ 

平戸島津吉 グ 春 。 11 。
五島大村領

平 烏 益富又左ヱ門 春 1/ It 。
榎 島 岡田勇右ヱ門 1/ 。 。 It 

関ノ浦 1/ 。 。 。 。
五島領

宇久島 1/ え It 。 。
湯川源次右エ門

翼引記船1号0人隻乗勢子り
宮崎喜 兵 ヱ 12隻

拍 浦 とと島仁左エ門 え 上の半分 上の半分 上の半分

黄 島 1/ 春 11 。
" 

唐津領

小川島 中尾仁十郎 冬春 1/ 。 。
一O
四

土佐浮津組大津義三郎「九州鯨組左之次弟J(寛政11年) (土佐室戸浮津組捕

鯨史料7-13頁)ー土佐捕鯨史(上巻)186-187頁より転載。



離
島
の
商
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・
資
本
移
動
付
1

島
峨
時
代

O
五

鯨組納屋場(ー岐名勝図誌)

f介
〈

ミ

メ
'

"̂ ~ 、輸

，. ，ミ

、，AY 

/
 、

弘、

田浦(勝本浦のとなり)の納屋場全景(ー岐名勝図誌巻之二三可須村勝本

浦編一文久元 (1861)年一吉野靭千代編=壱岐郷土館所蔵)納屋場の構造

、大納屋、小納屋輔職場等の分布が非常に明かに出ている。なお鯨組の人

員構成は次のベ F ジ、にわたって示されている(昭和39年撮影)

両取法の捕鯨業規模比較

寛文2年(16ω突取期1) I 文久元年(1861)網取期2)

納屋規模
東納屋 13間 4間

堅(。タテ)3320間閲} 横納艦屋場22堅地悶6#52離尺問
西納屋 10.5間 4間

鯨 船 17隻 226人
本 船 2隻 9人 持双(モツソウ)8 

船舶、労働力
納屋のもの 60人 責子船 z4 t 723人

19隻 295人 納屋船 2 
納屋のもの 135人

58隻 858人

1) 小葉田淳:前掲論文 2) ー岐名勝図誌(文久元年)



い
栓
営
と
経
済

が
お
か
れ
、
対
馬
で
は
天
保
(
一
八
三

O
ー
一
八
四
一
二
)
年
聞
に
、
地
元
の
亀
谷
組
が
冬
浦
を
芦
浦
に
春
浦
を
廻
、
茂
江
に
開
い
て
い
る
。

一O
六

大
村
領
内
の
捕
鯨
業
は
深
沢
系
の
活
躍
の
は
な
ば
な
し
い
わ
り
に
網
代
は
明
瞭
で
な
く
、
羽
原
は
「
多
く
の
地
付
浦
ま
た
は
島
々
の
各
所

に
見
出
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
主
な
も
の
は
崎
一
戸
島
、
松
島
(
何
れ
も
現
在
の
炭
鉱
島
)
と
江
島
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
何
れ
も

少
規
模
で
か
つ
藩
外
の
資
本
が
入
っ
て
い
る
。

突
取
時
代
の
経
営
規
模
に
つ
い
て
は
小
葉
田
に
く
わ
し
い
が
、
網
時
代
で
最
も
大
型
と
い
わ
れ
た
壱
岐
勝
本
に
つ
い
て
、

図
誌
巻
三
二
可
須
村
勝
本
浦
」
篇
(
文
久
元
ー
一
八
六
一
ー
ー
年
)
と
約
二
世
紀
以
前
の
突
組
の
資
料
で
み
る
と
船
舶
数
、
従
事
者
数
と
も

「
壱
岐
名
勝

に
約
三
倍
に
増
加
し
、
納
屋
も
大
型
佑
し
て
き
で
い
る
。

乙
の
労
働
力
川
、
小
川
島
で
は
も
と
無
人
島
で
あ
っ
た
の
が
、
紀
州
か
ら
移
住
者
を
迎
え
、
五
島
で
も
地
元
或
は
瀬
戸
内
か
仏
多
く
の

労
働
力
を
う
け
可
ま
た
生
月
で
興
味
あ
る
の
は
網
技
術
に
よ
っ
て
田
島
か
ら
の
、
季
節
出
稼
者
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
川
、
河
野

の
推
論
を
う
ら
が
、
き
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
元
ば
か
り
で
な
く
多
く
の
島
外
移
住
労
働
力
を
う
け
入
れ
て
い
た
。

き
て
以
上
述
べ
来
っ
た
よ
う
に
、
藩
政
後
期
の
中
心
的
漁
業
が
「
大
漁
業
」
で
あ
る
た
め
に
は
当
然
、
市
場
が
単
に
地
方
市
場
ば
か
り

で
な
く
、
そ
れ
に
照
応
す
る
大
市
場
の
在
在
が
前
提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
捕
鯨
業
生
産
物
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
阪
市
場
と
の
関
係

か
ら
突
組
時
代
の
土
佐
で
は
鯨
肉
の
生
産
が
主
で
あ
り
得
た
州
、
西
海
捕
鯨
の
目
的
は
主
と
し
て
鯨
油
の
生
産
に
あ
っ
た
吋
当
時
鯨
油
は

な
お
菜
種
油
、
綿
実
油
の
補
助
と
し
て
大
阪
、
江
戸
に
市
場
が
あ
っ
た
の
で
、
当
然
西
海
鯨
組
は
主
と
し
て
大
阪
市
場
を
も
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
小
葉
田
に
よ
れ
ば
、
既
に
突
組
時
代
に
吉
村
組
(
平
戸
)
が
捕
鯨
の
本
船
二
隻
を
上
方
へ
鯨
油
販
売
や
捕
鯨
道
具
の
購
入

の
た
め
往
来
せ
し
め
て
い
る
。
紀
州
と
平
戸
と
を
六
日
半
で
往
還
す
る
船
舶
が
あ
っ
た
。

中
期
以
降
、
水
稲
の
害
虫
駆
除
に
鯨
油
の
効
果
が
み
と
め
ら
れ
、
鯨
油
の
利
用
が
北
九
州
に
は
じ
ま
り
、
幕
府
の
奨
励
(
天
明
八

l
一



七
八
八
年
)
も
あ
っ
て
鯨
油
は
「
文
政
(
一
八
一
六

t
一
八
二
九
)
年
聞
に
至
れ
ば
、
九
州
、
四
国
、
中
国
地
万
に
広
く
利
用
さ
れ
る
に

至
り
」
壱
岐
郷
土
史
に
よ
れ
ば
、
益
富
五
代
の
時
に
点
燈
用
、
害
虫
駆
除
用
に
精
製
さ
れ
た
鯨
油
を
単
に
地
元
市
場
の
平
戸
領
ば
か
り
で
な

く
、
筑
前
、
肥
後
に
も
販
路
を
拡
張
し
て
お
り
、
ま
た
土
肥
が
直
接
大
阪
と
鯨
油
取
引
を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
今
や
「
鯨
油
は
燈
用
の
み

な
ら
ず
農
業
上
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
た
」
。
藩
政
末
期
に
は
、
薩
摩
藩
は
、
そ
の
商
品
作
物
の
た
め
に
鯨
骨
粉
を
広
く
買
い
求
め
て
い
る
。

他
の
大
漁
業
生
産
物
市
場
を
み
て
も
、
藩
政
中
期
以
降
、
大
阪
を
は
じ
め
各
地
に
商
品
農
作
物
の
生
産
が
発
達
す
る
に
至
り
、
魚
肥
と

く
に
干
鰯
の
需
要
は
大
阪
を
中
心
に
増
大
し
て
い
る
。
樹
馬
に
出
漁
す
る
佐
野
網
の
干
鰯
は
、
厳
原
の
船
問
屋
の
佐
野
屋
が
、
輸
送
船
二

O
l
一一一

O
石
船
(
佐
野
船
)
で
独
占
的
に
大
阪
に
送
り
、
帰
り
荷
商
品
は
主
に
米
(
五
、
四

t
五
、
五

O
O
俵
)
の
ほ
か
、
塩
、
紙
、
綿
、

荘
一
、
タ
バ
コ
で
あ
る
。
佐
野
屋
に
は
ほ
か
に
江
戸
か
ら
直
接
二
五

O
i
三
O
O石
の
船
が
四
、
五
般
も
来
て
い
る
吋
延
宝
九
!
一
六
八
一

|
年
の
記
録
で
は
ほ
か
に
船
問
屋
が
四
軒
あ
り
、
大
体
年
中
五
六
百
般
の
船
が
往
来
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
末
頃
対
馬
に
入
っ
た
大
敷
網

の
郷
市
場
に
つ
い
て
も
、
寒
蜘
を
一
日
も
早
く
大
阪
に
送
る
(
師
走
溝
)
た
め
に
、
し
の
ぎ
が
け
ず
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
宮
本
は
本
土
市

場
の
増
大
と
と
も
に
、
鯛
、
蜘
な
ど
の
一
本
釣
漁
業
が
五
島
列
島
西
側
を
根
拠
地
と
し
て
、
瀬
戸
内
、
石
見
地
方
か
ら
出
漁
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

対
馬
農
民
の
よ
う
な
自
給
農
の
た
め
の
採
貝
藻
漁
業
に
止
ま
っ
て
い
る
の
は
別
と
し
て
、
本
来
漁
業
生
産
は
商
品
生
産
で
あ
る
。
従
っ

て
漁
村
社
会
や
農
漁
兼
業
社
会
に
は
、
当
然
孤
立
性
は
弱
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
対
馬
の
佐
野
網
は
そ
の
生
産
ば
か
り
で
な
く
、
流
通
機
構
を
府
中
厳
原
の
特
権
商
人
で
あ
る
佐
野
屋
に
完
全

に
掌
握
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
れ
ら
の
商
人
は
諮
の
御
用
商
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
単
に
佐
野
網
ば
か
り
で
な
く
、
対
馬
の
商
業
活
動
は
、

府
中
の
「
六
十
人
制
」
を
も
っ
た
特
別
の
身
分
の
商
人
群
の
殆
ん
ど
独
占
で
あ
っ
た
。
島
外
入
漁
者
に
そ
の
漁
業
生
産
を
ゆ
だ
ね
て
い
た

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
H
l島
唄
時
代

一O
七



経

営

と

経

済

一O
八

対
馬
藩
で
は
「
官
ヨ
リ
ハ
有
力
実
直
ノ
商
人
へ
資
金
ヲ
貸
与
シ
、
他
国
人
ヲ
雇
入
稼
漁
セ
シ
メ
:
:
:
」

!日
藩
時
漁
政
調

き。叫
と
あ
り

一
般
に
「
明
治
前
期
ま
で
の
漁
業
生
産
は
:
:
:
小
経
営
と
同
様
、
大
漁
業
も
ま
た
商
人
資
本
の
制
約
下
に
あ
り
、
漁
業
生
産
の
実
質
的
支

配
者
、
剰
余
労
働
の
収
取
者
は
商
人
資
本
で
あ
っ
た
汁
点
か
ら
考
え
る
と
、
漁
村
社
会
は
、
丁
度
商
業
農
業
の
発
達
し
た
農
村
の
流
通
機

構
を
藩
、
或
は
そ
の
御
用
商
人
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
に
市
場
か
ら
遮
断
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
漁
村
社
会
も
ま
た
孤
立
的

社
会
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
対
馬
に
み
ら
れ
る
採
介
藻
漁
業
や
、
或
は
村
網
で
も
単
に
自
村
内
の
肥
料
を

う
る
自
給
農
業
の
た
め
の
漁
業
生
産
の
社
会
も
同
様
で
あ
る
。

捕
鯨
業
の
よ
う
な
大
企
業
で
も
、
規
模
の
小
さ
か
っ
た
土
佐
で
は
、
従
来
直
接
経
営
し
て
い
た
商
業
資
本
が
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
分

離
、
専
門
化
し
、
「
捕
鯨
業
が
漸
く
商
業
資
本
の
手
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
」
に
至
る
が
、
西
海
の
大
規
模
企
業
に
な
る
と
、
む
し
代

益
富
、
土
肥
の
よ
う
に
長
く
問
屋
を
か
ね
、
ま
た
対
馬
の
亀
谷
卯
左
ヱ
門
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て
「
六
十
人
格
」
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ζ

れ
ら
の
捕
鯨
資
本
は
、
例
え
ば
壱
岐
の
土
肥
家
、
或
は
小
値
賀
の
小
国
家
の
よ
う
に
、
新
田
開
発
に
か
な
り
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
記

録
は
あ
る
が
、
近
代
資
本
制
生
産
の
担
い
手
で
は
あ
り
得
ず
、
他
の
「
大
漁
業
」
と
と
も
に
明
治
に
入
っ
て
急
速
に
衰
退
し
、
わ
が
国
島

興
時
代
に
華
々
し
い
色
彩
を
そ
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
特
に
捕
鯨
業
が
藩
財
政
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
多
く
の
資
料
で
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
例
え
ば
「
前
日
勝
本
鯨

組
永
続
鑑
」
(
安
政
七
年
ー
一
八
六

O
l写
本
壱
岐
永
取
家
所
蔵
)
の
「
御
運
上
銀
御
定
書
の
事
」
に
く
わ
し
い
が
、
従
っ
て
、
乙
れ
が

「
保
護
ノ
術
殆
ト
至
-
フ
ザ
ル
ナ
ク
」
例
え
ば
長
州
藩
の
如
、
き
は
「
川
尻
浦
捕
鯨
業
者
ノ
タ
メ
ニ
特
ニ
ソ
ノ
湾
口
ニ
巨
額
ノ
費
用
ト
五
ヶ
年

ノ
時
日
ヲ
費
シ
延
長
百
間
巾
六
問
高
水
面
ヲ
出
ズ
ル
四
問
ノ
堅
牢
ナ
波
止
ヲ
築
造
ス
ル
」
等
の
資
本
投
下
が
行
わ
れ
て
い
る
等
、
さ
き
の

新
田
開
発
と
あ
わ
せ
て
、
藩
政
後
期
の
捕
鯨
業
は
地
域
の
開
発
に
か
な
り
の
役
割
を
果
し
て
き
た
。



以
上
の
考
察
で
明
か
な
よ
う
に
、

「
島
娯
時
代
」
は
実
は
重
商
主
義
段
階
の
歴
史
的
産
物
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
、

明
治
に
入
っ
て
幕
渚
体
制
が
崩
壊
し
て
統
一
政
権
が
形
成
さ
れ
る
が
、
大
体
明
治
二

O
(
一
八
八
七
)
年
頃
ま
で
を
重
商
主
義
段
階
と
す

る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
右
の
結
論
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

然
ら
ば
、
産
業
資
本
体
制
の
確
立
す
る
十
九
世
紀
初
頭
(
わ
が
国
で
は
一
九
世
紀
末
)
以
降
、
従
来
栄
光
の
時
代
を
送
っ
て
き
た
島
興

は
い
か
に
変
貌
す
る
で
あ
ろ
う
か

D

八
本
研
究
に
昭
和
四
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
(
薮
内
芳
彦
教
授
の
研
究
協
力
者
と
し
て
)
を
使
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

V

(
註
)ω

肘
-
K
F

ロ
宮
ユ
含

E

E
古い

F
w
g
B
B
o
z
-
2
2
2
・
3
8・
山
口
貞
夫
訳
υ

島
と
人
、
九

0
1九
一
頁
。

凶
開
・
〉
ロ
ヴ
ぬ
円
件
仏
O
Z
E古
ニ
玄
門
戸
訳
本
ニ
ニ

O
頁
。
こ
れ
ら
の
島
々
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
が
最
後
に
移
住
し
た
地
域
(
同
訳
本
四
七
頁
)
で
あ

っ
て
、
こ
〉
は
、
そ
れ
以
後
、
殆
ん
ど
人
種
の
混
血
が
な
く
、
純
粋
な
ま
〉
で
保
存
さ
れ
て
い
る
(
同
訳
本
五
六
頁
)
。
ワ
リ
ス
で
は
四
、
五
O
O
人、

プ
ツ
ナ
で
は
一
、
五
O
O
人
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
が
居
住
し
、
是
等
の
島
で
は
、
人
口
は
一

O
O
年
前
と
殆
ん
ど
変
化
が
な
い
(
同
訳
本
一
三
八
頁
)
。

ブ
ツ
ナ
島
は
、
か
つ
て
捕
鯨
基
地
で
あ
っ
た
(
同
訳
本
一
八
四
頁
)
。

同
開
・
〉
ロ
ぴ
0
1

内
山

O
E
E古
ニ
宮
門
戸
訳
本
九
二
頁
。

ω
世
界
経
済
時
代
の
始
ま
る
時
期
を
い
つ
に
す
る
か
は
か
な
り
問
題
が
あ
る
が
、
宮
お

g
同
E

N

吉
井
戸
川
忠
三
宮
ロ

N
C
円
。
2
0
V
宮
町
芯
品
。
円

巧
o
ロ
項
目
立
回
与
え
仲
(
一
∞
印
M

)

(

加
藤
長
雄
・
二
見
昭
訳
日
世
界
経
済
史
l
昭
和
三
O
年
l
)
に
よ
る
と
、

第
一
に
世
界
が
全
体
と
し
て
統
一
あ
る
経
済
秩
序
で
統
一
さ
れ
、
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
か
〉
る
統
一
的
な
経
済
秩
序
は
資
本
主
義
的
経
済
秩
序

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
国
々
で
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
が
優
位
を
占
め
て
い
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
資
本
主
義
的
搾
取
者
は
、
十
九
世
紀
に
お
け

る
イ
ン
ド
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
ま
だ
封
建
的
経
済
が
優
位
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
を
ふ
く
め
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
経
済
を
支
配
し
、
ま
に
こ
の
事
実

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付
|
島
唄
時
代

一O
九
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済

一一

O

に
も
と
，
つ
い
て
、
余
剰
生
産
物
の
大
部
分
を
支
配
し
た
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
最
大
の
諸
国
に
お
け
る
重
要
な
諸
変
化
が
、
他
の
国
々
に
お
け
る
発
展
に
対
し
て
、
実
際
上
の
影
響
を
与
え
る
程
度
で
、
各
国
が
経
済

的
に
結
び
つ
き
、
か
つ
相
互
に
依
容
し
あ
っ
て
い
る
乙
と
。

第
三
に
、
世
界
に
お
け
る
統
一
的
経
済
秩
序
と
各
国
の
経
済
の
密
接
な
土
台
の
上
に
、
国
際
的
経
済
生
活
の
特
殊
な
諸
要
素
が
発
生
す
る
こ
と
が

世
界
経
済
の
特
徴
で
あ
り
、
乙
れ
ら
諸
要
素
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
が
世
界
市
場
と
世
界
市
場
価
格
で
あ
る
(
以
上
訳
本
四

1
五
頁
)
。

つ
ま
り
、
資
本
主
義
経
済
を
中
心
と
し
て
全
地
球
が
統
一
的
な
経
済
秩
序
の
な
か
に
組
み
こ
ま
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
世
界
経
済
体
制
が
形
成
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
こ
〉
で
い
う
「
世
界
経
済
期
以
前
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
以
前
を
指
し
て
い
る
。

に
お
い
て
産
業
資
本
主
義
が
す
で
に
唯
一
の
時
期
を
つ
く
り
上
げ
た
時
代
で
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
(
一
七
七
六
年
独
立
)
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
そ
の
発
展
の
最
初
の
発
端
期
に
あ
る
産
業
資
本
主
義
国
と
い
っ
て
よ
い
時
期
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
第
三
の
重
要
な
経
済
領
域
と
し
て
、
産

業
資
本
主
義
的
生
産
万
法
に
移
行
し
、
さ
ら
に
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
封
建
制
度
を
も
っ
と
も
は
な
は
だ
し
く
動
揺
さ
せ
て
い
た
時
期
で

「
乙
の
頃
は
、
イ
ギ
リ
ス

あ
っ
た
。
」
(
同
訳
本
ご
ニ
頁
)
。

回。主
と
し
て
、
チ
ュ
ウ
ネ
シ
の
農
業
立
地
論
と
、
熱
帯
栽
植
農
業
に
関
す
る
論
文
が
あ
つ
め
ら
れ
て
い
る
。

F
g
巧
旦
Z
H
H
H
M
g
E
O
B
O

円

H
2
F
S門

目

当

日

1
2
g
p
m
o
o
m
同省
E
0・
2
8
ω
)
伊
藤
兆
司
訳
日
農
業
地
理
学
の
諸
問
題

l
昭
和
一
七
年
。

(6) 

F
8
4司
包
ぴ

O】

H
O
σ
g含
訳
本
六
二
頁
。

(7) 

都
野
尚
典
日
対
馬
の
財
政
と
金
融
l
対
馬
の
経
済
と
社
会
(
昭
和
四

O
年
)
所
収
。

(剖

上
野
登
υ

地
域
開
発
と
輸
出
力
(
経
済
評
論
四
一
年
八
月
号
)

(9) 

拙
稿
日
一
離
島
の
人
口
移
動
(
承
前

)
l経
営
と
経
済
一

O
五
号
。

)
 

nuU 

4
a
-
A
 

(
 

竹
内
清
文
日
五
島
列
島
に
お
け
る
生
活
関
係
圏
に
つ
い
て
(
長
崎
大
学
学
芸
学
部
紀
要
社
会
科
論
議
第
二
一
号
)



)
 

4
E
E
A
 

O
B
E
-
-(
 
例
え
ば
、
延
宝
年
間
(
一
六
七
三

l
八
O
)
に
壱
岐
の
小
田
、
土
肥
の
手
に
よ
っ
て
、
対
馬
に
捕
鯨
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
日
、
上
対
馬
に
そ

の
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
(
新
対
馬
島
誌
五
五
七
頁
)
。
ま
た
生
月
の
益
富
組
、
大
村
の
深
沢
組
の
西
海
の
島
々
に
お
け
る
活
動
な
ど
が
あ
る
。

(12) 

池
末
美
智
子
(
現
内
田
氏
)

υ

平
一
戸
藩
小
値
賀
小
田
家
文
書
i
昭
和
三
九
年
大
崎
論
苑
に
よ
る
と
、

『
小
国
家
が
壱
岐
か
ら
小
値
賀
に
移
住
し
た

の
は
窟
文
年
間
(
一
六
六
一

l
一
六
七
二
)
の
こ
と
で
、
鯨
組
の
綱
元
と
し
て
、
毎
年
冬
春
に
一
人
ま
た
は
二
人
と
結
ん
で
、
「
下
柳
田
浦
前
」
、

「
平
戸
津
吉
前
浜
」
等
五
島
、
壱
岐
、
対
馬
、
平
戸
に
捕
鯨
業
を
営
ん
で
い
る
。
」

「
宇
久
島
平
前
」
、

「
壱
岐
、
瀬
戸
瀬
」
、

「
対
州
鹿
見
浦
」
、

(13) 

後
く
わ
し
く
述
べ
る
。

)
 

anu-

-
E
E
A
 

(
 

後
藤
陽
一
口
瀬
戸
内
御
手
洗
町
の
歴
史
(
昭
和
三
七
年
)
一
四
六
頁
。

間
宮
本
又
次
日
対
馬
藩
の
商
業
と
生
産
方
(
九
州
大
学
文
化
史
研
究
所
紀
要
第
一
号

i
一
九
五
O
)
に
よ
る
と
、

に
よ
ら
ず
運
上
を
と
ら
な
い
定
め
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

「
対
州
に
入
り
来
る
商
売
物
は
何

(16) 

宮
本
又
次
二
別
掲
。

i
 

n，O
 

・B

・--( 
対
馬
の
最
近
に
お
け
る
急
速
な
る
変
貌
に
つ
い
て
は
筆
者
は
し
ば
し
ば
ふ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
対
馬
林
業
に
関
す
る
若
干
の
問
題
(
対
馬
総
合
学
術
調
査
報
告
書
一
九
六
二
)

l
一
九
六
五
)

離
島
の
後
進
性
と
対
馬
の
開
発
(
対
馬
の
経
済
と
社
会

個

鹿
児
島
県
三
離
島
振
興
一

O
年
の
歩
み
(
昭
和
三
九
年
)
八
頁
。

〉
ロ

Z
Z
仏

O
Z
E
E
ニE
P
(訳
本
三
二
七
頁
)

(20) U9) 

矢
内
原
忠
雄
日
台
湾
糖
業
帝
国
主
義
(
矢
内
原
忠
雄
全
業
第
二
巻
)
三
九
二
頁
に
よ
る
と
、

「
重
商
主
義
下
の
植
民
地
活
動
を
ぱ
砂
糖
時
代
と
名

付
く
る
も
敢
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
」
と
し
、

「
一
七
世
紀
の
各
国
の
植
民
地
競
争
は
金
銀
の
ほ
か
に
は
晴
好
品
を
目
当
て
に
し
て
行
わ
れ
、
そ
の

中
心
は
砂
糖
で
あ
っ
た
」

(
同
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
H
l島
眠
時
代



120 

経

営

と

経

済

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
地
中
海
の
フ
ラ
ン
ス
沿
岸
に
あ
る
イ
エ
ー
ル
島
国
ユ
古
田
島
で
あ
り
(
〉
ロ
ゲ
O
Z
含
冨
河
口
。
ニ

E
P
i訳
本
二
四

O

æ~ 
頁
)
、
今
日
で
は
別
荘
島
で
あ
る
(
同
二
九
四
頁
)
。

司
1
0
門同門問。
F

河川広
N
O
】
日
〉
ロ
同
町
円
。
。
。
m
o
o
m
g巴

U
Y
向。(一∞∞
M
)
阿

m
・M
2

・

こ
の
一
プ
ツ
タ
エ
ル
の
思
想
を
、
リ
ウ
は
援
用
し
て
、
「
大
陸
の
前
衛
を
な
す
こ
れ
ら
小
島
唄
は
、
島
唄
の
故
に
近
づ
き
ゃ
す
く
、
植
民
や
防
禦
に

(〉ロ
σ
0
2
門Z

Z
同
位
。
二

E
P
訳
本
二
三
二
!
二
三
三
頁
)
と
し
て
、
早
く
か
ら
島
の
植
民
が
始
め
ら
れ

容
易
で
、
か
つ
衛
生
的
で
あ
っ
た
」

た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(23) 

〉ロ
σ
0
2
仏

O
E
河
口
。
ニ

E
P
訳
本
二
五
一
頁
、
プ
エ
ニ
キ
ア
の
時
代
か
ら
「
島
市
」
と
し
て
著
名
な
も
の
と
し
て
、
リ
ウ
は
、
レ
バ
ノ
ン
の

チ
レ
叶
吋
円
。
を
あ
げ
て
い
る
(
今
日
は
半
島
佑
し
て
い
る
)
。

(24) 

例
え
ば
、
太
西
洋
の
マ
デ
ィ
ラ
諸
島
、
イ
ン
ド
洋
の
レ
ユ
ニ
オ
ン
島
、

(
リ
ウ
日
訳
本
六

0
1六
一
頁
)
。

わ
が
国
の
小
笠
原
島
が
一
九
世
紀
末
ま
で
「
無
人
島
」
で
あ
っ
た
。

モ
ウ
リ
ツ
シ
ャ
ス
島
も
ヨ
l
ロ
ッ
バ
人
の
来
住
ま
で
無
人
島
で
あ
っ
た

(25) 

司
己
包
門
戸
O
V

問
主

N
o
r
o
σ
g
E・
ω
・
印
印
∞
(
な
お
拙
稿
υ

離
島
地
理
学
の
方
法
と
対
象

i
長
崎
大
学
経
済
学
部
六

O
周
年
記
念
論
文
集
、
註
朗
参

照
位。

古
田
良
一
日
日
本
海
運
史
概
説
(
昭
和
三

O
年
)
六
九

1
七
O
頁。

G司

小
一
柴
田
淳
日
西
海
捕
鯨
業
に
つ
い
て
(
京
都
大
学
平
戸
学
術
調
査
報
告

i
一
九
五

O
)
に
よ
る
と
、
捕
鯨
基
地
は
西
海
の
島
々
の
殆
ん
ど
す
べ
て

に
及
ん
で
い
る
。

(28) 

F
g
d〈
E
Z
H
H
Oげ
g
E・
訳
本
四
九
頁
。

制}

矢
内
原
忠
雄
日
帝
国
主
義
下
の
台
湾
(
矢
内
原
忠
雄
全
集
第
二
巻
三
九
三
頁
)
に
よ
る
と
、
十
字
軍
の
頃
に
は
サ
イ
プ
ラ
ス
の
u

る
円
ロ
田
島
に
庶

園
が
い
と
な
ま
れ
、
砂
糖
は
十
字
軍
貿
易
の
主
要
商
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
後
シ
シ
リ
1
島
に
も
煎
園
が
開
か
れ
た
。



)
 

れ
卜

U

内
ベ
ゾ(
 

F
g
巧
巳

Z
-
H
O
σ
g
E・
訳
本
六
二
頁
。

。1)

矢
内
原
忠
雄
二
回
掲
三
九
二
頁
。

C32) 

F
g
巧
旦

g
r
o
t
g含
・
訳
本
六
二

1
六
三
頁
に
よ
る
と
、
十
六
世
紀
中
葉
に
は
、
全
土
の
払
ま
で
が
閲
か
れ
、
既
に
六

O
ケ
所
の
廿
栽
植
が

多
数
の
運
河
設
備
、
砂
糖
搾
汁
機
お
よ
び
乾
蒸
機
を
備
え
て
経
営
さ
れ
て
い
た
。
」
そ
し
て
な
か
に
は
「
一
五
O
な
い
し
、
ゴ
コ

0
0
0
人
の
黒

(
同
訳
本
六
七
頁
)
。

人
奴
隷
を
自
己
の
農
場
に
所
有
し
て
い
た
栽
植
企
業
家
が
い
た
」

ω 

矢
内
原
忠
雄
二
削
指
三
九
二
頁
。

F
g
巧
巳

z
r
o
σ
g
E・
訳
本
六
七
頁
。

(33) (35) 

ジ
ャ
マ
イ
カ
島
の
今
日
の
全
人
口
の
七
七
%
は
黒
人
で
あ
り
、
ハ
イ
チ
島
で
も
そ
の
住
民
の
大
部
分
は
黒
人
奴
隷
の
子
孫
で
あ
る
。
ト
リ
ニ
ダ
1

ド
島
で
も
黒
人
が
住
民
の
半
数
を
占
め
て
い
る
(
有
沢
広
己
、
都
留
重
人
、
小
椋
広
勝
一
世
界
経
済
総
論

l
一
九
五
九

i
の
各
関
係
頁
)
。

(:lG) 

F
g
巧
丘
げ

O
T
Oげ
g
E・
訳
本
六
九
頁
。
な
お
、
ド
ミ
ニ
カ
(
ハ
イ
チ
島
)
の
首
都
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
プ

印

ω
E
o
ロ
。
自

E
m。
は
一
四
九
六

年
に
建
設
さ
れ
た
西
半
球
最
古
の
白
人
植
民
都
市
で
あ
る
。

。司

F
g
巧
丘

σ丘
一
号

g
e・
訳
本
二
七
六
頁
に
よ
る
と
、
ベ
ル
ナ
ン
プ
コ
は
、

一
六
三
O
年
頃
に
は
、
既
に
一
六
六
個
の
製
糖
工
場
を
も
っ
て
い

一
五
九
O
年
に
は
プ
一
ブ
ン
テ
1
シ
ヨ
ン
は
約
一

O
O
を
か
ぞ
え
、

一六

0
0

に
。
矢
内
原
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
糖
業
は
、
マ
デ
イ
ラ
島
か
ら
移
さ
れ
、

年
に
は
砂
糖
輸
出
は
三
、

0
0
0
万
ポ
シ
ド
(
霊
童
)
に
上
り
、
当
時
の
糖
業
の
中
心
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
っ
た
(
矢
内
原
忠
雄
二
別
掲
三
九
二
頁
)
」

と
し
て
い
る
。
パ
イ
ペ
ル
は
、
「
ヨ
1

P
ッ
バ
の
資
本
、
ア
ジ
ア
の
作
物
(
甘
誌
の
原
産
地
は
南
ア
ジ
ア
)
、
ア
フ
リ
カ
の
封
働
力
、
ア
メ
リ
カ
の

気
候
と
土
地
と
」
に
よ
っ
て
、
栽
植
の
古
典
的
な
鋳
造
が
な
さ
れ
た
と
し
て
い
る
(
巧
巳

z
r
o
σ
g
E・
訳
本
六
九
頁
)
。

ω
F
g
当
巳

Z
H
H
5
2
E・
訳
本
二
七
六
頁
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、
オ
一
ブ
シ
グ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
同
地
支
配
を
め
ぐ
る
斗
争
の
結

果
、
乙
の
地
の
庶
園
経
営
者
た
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
追
放
さ
れ
、
栽
植
民
は
絶
滅
し
た
。

)
 

F
t
L
 

h
p
 

〉
ロ
U
0
2
門

H
O
E
白
百
二
σ
山
内
田
・
訳
本
二
一
四
頁
。

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付
!
島
唄
時
代

一
一
一一--



経

営

と

経

済

一
一
四

。。

F
g
当
丘

z
r
S
S
E
-
訳
本
三
O
五
頁
。

ω
F
o。
者
白
山

σ
o
f
o
σ
g
E・
訳
本
三
四
四
、
三
四
八
頁
に
よ
る
と
労
働
力
不
足
の
た
め
、
奴
隷
廃
止
後
の
技
術
的
進
歩
に
よ
っ
て
、
始
め
て
こ
、

が
西
イ
ン
ド
諸
島
の
糖
業
の
中
心
地
と
な
る
。

(4?) 

十
八
世
紀
に
イ
ン
ド
洋
の
モ
ウ
リ
ッ
シ
ア
ス
冨

2
ュz
g
諸
島
や
レ
ユ
ニ
オ
ン
問
。

5
5ロ
島
な
ど
で
甘
庶
が
移
植
さ
れ
(
〉
ロ

Z
Z
仏

o
z

間
宮
ニ

E
P
訳
本
一
二
五
頁
)
、
ま
た
、
ジ
ャ
ワ
島
に
お
い
て
も
一
六
三
O
年
頃
、
甘
庶
栽
植
が
行
わ
れ

(
F
g
当
丘

V
O
T
o
σ
g
E・
訳
本
七

O
頁
)
、
古
く
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
の
商
人
の
手
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
を
陸
路
地
中
海
に
は
こ
ば
れ
て
い
た
し
、
十
七
、
八
世
紀
に
お
い
て
、
ま
に

オ
ラ
ン
ダ
人
も
、
同
じ
方
法
を
取
っ
て
い
た
が
、
「
ア
メ
リ
カ
の
砂
糖
生
産
地
に
故
障
が
生
じ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
が
減
じ
た
時
に
限
っ
て
、

(
同
訳
本
六
六
頁
)
の
で
、
南
ア
ジ
ア
の
糖
業
は
、
乙
の
世
紀
で
は
む
し
ろ
補
助
的
な
役
割
し
か
果
し
て
い

大
長
に
ジ
ャ
ワ
か
ら
輸
入
し
て
い
た
」

「ぉ

1

。

+
J
E
P
L
V
 

市
ア
ジ
ア
に
栽
植
農
が
栄
え
る
の
は
、
ス
エ
ズ
運
河
(
一
八
六
九
)
の
開
通
以
降
で
あ
る
。

(43) 

F
8
4司巳
z
r
o
σ
g
E・
訳
本
二
七
七
頁
。

「

g
当
丘

z
r
o
σ
g
E・
訳
本
二
七
六
頁
。

F
g
巧
巳
z
r
s
g
E・
訳
一
三
三
頁
。

。の(45) 。。

〉ロ

σ02
仏

O
Z
Eお
ニ

E
P
訳
本
三
二
八
頁
。
な
お
セ
ン
ト
マ
リ
1
島
は
今
日
香
料
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(
同
書
二
二
四
頁
)
。

。司

〉ロヴ

0
2

内
同

o
z
p百
二
Z
P
訳
本
二
五
三
頁

1
二
五
四
頁
。

(48) 

〉ロ
σ
o
Z

円
四

O
E
買
お
い
号
広
・
訳
本
二
三
五
頁

i
二
三
七
頁
に
よ
る
と
、

「
ア
ラ
ビ
ア
人
は
ず
ン
ジ
パ
ル
を
ア
フ
リ
カ
大
陸
と
の
交
易
中
心
と

し
」
(
同
書
二
三
五
頁
)
、
大
航
海
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
シ
ド
と
の
航
路
の
寄
港
地
と
な
り
、
目
暗
黒
大
陸
の
物
資
が
こ
〉
に
集
中
し
た
。

島
の
勢
力
は
近
接
沿
岸
に
対
し
て
非
常
に
大
き
く
、
古
い
諺
に
八
ザ
ン
ジ
バ
ル
で
笛
吹
け
ば
全
ア
フ
リ
カ
が
踊
る

V
と
う
た
わ
れ
た
」

ー寸

本

(
同
書
二
三

五
頁
)
。
従
っ
て
諸
国
の
沼
望
の
的
で
あ
っ
た
。



(49) 

〉ロ
σ
0
2

向
日

o
Z
E
M
O
L
E
P
二
五
三
頁
。

(50) 

乙
〉
も
ま
た
西
部
ア
フ
リ
カ
の
大
島
市
で
あ
り
、
特
に
十
七
、
八
世
紀
は
重
要
な
奴
隷
市
で
あ
っ
た
。
各
国
は
そ
の
領
有
を
あ
ら
そ
い
、
十
七
世

紀
の
初
頭
オ
ラ
ン
ダ
人
が
占
領
し
、
つ
い
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
シ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
有
が
変
っ
て
い
る

(
K
E
σ
0
2
ε
Z
E
百ニ
E
P
ニ

八
頁
)
。
の
ち
、

「
対
岸
ダ
カ
ル
ロ
許
ど
の
繁
栄
の
ま
え
に
徐
々
に
そ
の
光
輝
を
失
っ
た
」

(
同
書
二
五
三
頁
)
。

$D 

ザ
ン
ジ
パ
ル
は
ス
エ
ズ
運
河
閲
墜
と
奴
隷
廃
止
で
一
九
世
紀
後
半
次
第
に
調
落
し
、
こ
と
に
そ
ン
パ
サ
と
の
競
争
に
破
れ
て
そ
の
重
要
性
を
失
っ

た
。
し
か
し
、
さ
き
の
ゴ
レ
1
島
の
よ
う
に
全
面
的
な
澗
落
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、
乙
の
島
が
、
島
市
た
る
性
格
を
放
棄
し
て
、
丁
字
栽
培
を
中

心
と
す
る
香
料
島
に
変
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
〉
C
Z
2
含

Z
河
口

O
H
F
丘
・
訳
本
二
三
六
頁
)
。

(52) 

今
日
ギ
ニ
ア
の
唯
一
の
外
港
コ
ナ
グ
り
の

O
B付
与
が
建
設
さ
れ
、
過
去
の
繁
栄
を
維
持
し
て
い
る

(krczzεz
四
百
二
E
P
訳
本
ニ

五
三
頁
)
。

(53) 

一
ブ
プ
ス
「
お
Oω

は
オ
グ
ム
河
の
河
口
の
小
島
に
位
置
し
、
ニ
ヂ
エ
リ
ア

Z
百

2
E

の
重
要
性
を
獲
得
し
た
(
同
右
同
頁
)
。

の
主
都
で
あ
り
、
そ
の
内
陸
の
経
済
的
発
展
に
よ
っ
て
真

(54) 

マ
W
/

サ
ワ
は
エ
リ
ト
リ
ア
の
首
都
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
紅
海
に
お
け
る
最
も
活
溌
な
港
湾
で
、
今
日
本
土
に
結
ぼ
れ
て
い
る
。

ζ

れ
は
エ
り
ト

リ
ア
、
北
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
主
要
上
陸
地
で
、
同
地
方
の
大
集
散
地
た
る
地
位
を
失
っ
て
い
な
い
(
〉
5
0
2
含

Z

E
百ニ
E
P
二
五
四
頁
)
。

(55) 

モ
ン
パ
サ
は
十
六
、
七
世
紀
に
栄
え
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
島
市
で
、
東
ア
フ
リ
カ
最
大
の
港
で
あ
っ
た
。
今
も
往
時
の
跡
を
と
Y
め
て
い
る
。
乙
の

島
は
大
陸
と
架
橋
さ
れ
、
内
陸
に
入
る
鉄
道
の
基
点
で
あ
る
(
〉
ロ
Z
Z
含

Z
河
口

ω

ニE
P
二
五
三

1
二
五
四
頁
)
。
ザ
ン
ジ
バ
ル
島
と
深
刻

な
競
争
に
よ
っ
て
今
日
の
地
位
を
獲
得
し
た
(
同
二
三
六
頁
)
。

(56) 

チ
レ
は
紀
元
前
十
二
世
紀
末
に
、
フ
エ
ニ
キ
ア
全
土
の
百
都
と
な
り
〈
〉
与
0
2
含

Z
間
口

O
H
H
E
a
・
訳
本
一
四
三
頁
)
、
ま
に
著
名
な
物
資

の
集
故
島
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
隊
商
の
運
ぶ
産
物
が
殺
到
し
た
(
同
書
二
三
三
頁
)
。
リ
ウ
は
ま
た
、
「
ザ
ン
ジ
パ
ル
は
、
フ
エ
ニ
キ

(
同
書
二
三
五
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

ア
時
代
に
チ
レ
の
果
し
た
役
割
を
、
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
束
ア
フ
リ
カ
に
対
し
て
努
め
て
き
た
」

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動
付

l
島
唄
時
代

一
一
五



経

営

と

経

済

一
一
六

6カ

〉ロゲ
0
2

《
凶

O
Z
悶
{
百
二

E
P訳
本
二
三
四
頁
。

ω 
東
亜
経
済
調
査
局
ニ
閥
領
東
印
度
l
南
洋
議
室
日
第
一
巻
四
五
頁
(
昭
和
二
一
年
)
に
よ
る
と
、
マ
ル
コ
ポ
1

ロ
の
時
代
、
既
に
ジ
ャ
ワ
貿
易
は
盛

ん
で
、
中
国
に
対
し
て
、
香
料
の
ほ
か
に
、
金
属
製
品
そ
の
他
の
手
工
業
品
を
輸
出
し
、
中
国
よ
り
、
金
、
銀
、
陶
器
そ
の
他
を
輸
入
し
て
い
た
。

ま
た
イ
ン
ド
商
品
の
取
扱
い
も
多
か
っ
た

Q

a;~ 

「
十
五
、
六
世
紀
頃
に
は
ヒ
シ
ヅ
1

・
ジ
ャ
ワ
人
は
船
員
、
船
大
工
、
大
砲
製
造
者
、
植
民
者
に
な
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
ま
た
彼
等
は
全
マ
レ

1
群
島
の
み
な
ら
ず
、
マ
ラ
ッ
カ
半
島
や
プ
イ
リ
ッ
ピ
ン
群
島
の
貿
易
を
支
配
し
て
い
た
。
彼
等
が
一
七
世
紀
に
な
っ
て
全
く
農
業
者
と
化
し
た
の

は
マ
タ
ラ
ム
王
国
と
オ
一
プ
シ
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
政
策
の
結
果
で
あ
る
。
」
(
ロ
σ
問
主
〉
ロ

mo--ロ
O

い
わ

o-gu-
句。=ミ
-
S
2
・
〈

of--
。・

∞一・)

(帥

東
亜
経
済
調
査
局
日
前
掲
四
七
頁
。

(61) 

東
亜
経
済
調
査
局
日
前
掲
四
八

1
四
九
頁
。

制

東
亜
経
済
調
査
局
口
前
掲
五
四
頁
。

(6~ 

東
亜
経
済
調
査
局
日
前
掲
四
九

1
五
O
頁。

(64) 

関

嘉
彦
二
闘
領
印
度
農
業
政
策
史
(
昭
和
二
ハ
年
)
ニ

O
頁。

(65) 

東
イ
シ
ド
会
社
の
主
な
収
入
は
独
占
貿
易
に
よ
る
商
業
利
潤
の
外
に
、
土
侯
、
原
住
民
か
ら
の
租
税
が
あ
る
。
こ
の
租
税
は
貨
幣
の
他
に
強
制
引

渡
と
割
当
責
納
が
あ
り
、
か
〉
る
租
税
か
ら
得
ら
れ
た
商
品
の
貿
易
上
の
利
潤
、
或
は
直
接
会
社
の
支
配
す
る
例
え
ば
モ
ル
ツ
カ
諸
島
の
農
民
か
ら

収
奪
す
る
物
資
を
独
占
的
に
販
売
す
る
利
潤
が
あ
り
、
「
会
社
の
利
潤
増
加
の
た
め
に
は
原
住
民
の
疲
弊
も
作
物
の
泊
渇
も
全
然
意
に
介
し
な
か
っ

た
よ
(
関
嘉
彦
日
前
掲
書
ニ

0
1
一
二
頁
)
。

。。
例
え
ば
、
ジ
ャ
ワ
の
直
接
支
配
地
の
農
民
に
対
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
を
強
制
的
に
栽
培
せ
し
め
、
砂
糖
は
オ
ラ
ン
ダ
人
渡
来
以
前
よ
り
栽
培
さ
れ
て

い
た
が
、
会
社
は
海
岸
地
方
に
甘
庶
を
強
制
的
に
栽
培
せ
し
め
、
こ
れ
を
中
国
人
の
製
糖
業
者
に
提
供
せ
し
め
て
い
た
。

一
七
一

O
年
に
は
パ
タ
ピ



ア
地
方
の
み
で
一
三
O
の
製
糖
工
場
が
あ
っ
た
(
関
嘉
彦
二
別
掲
二
一

1
ニ
二
頁
)
。
な
お
グ
ァ
イ
ペ
ル
は
、
二
ハ
三
O
年
頃
に
は
ジ
ャ
ワ
で
甘
庶

栽
培
が
行
わ
れ
、
中
国
人
が
労
働
者
と
し
て
も
、
ま
た
企
業
家
と
し
て
も
参
加
し
て
い
た

(Food司巳
Z
T
o
t
g
E・
訳
本
七

O
頁
〉
と
し
て
い

る。

4同

嘉
彦
二
別
掲
二
一
頁
。

一
『
・
印
・
司
ロ
ロ
岡
山
4
・
ω戸
川

Z

O
昨
日

H
O

ユωロ
仏

ω
同ロ円四

E
-
∞ω
∞
H
Y
K
六~.

関

側

に
よ
る
と
、
東
イ
ン
ド
会
社
統
治
の
聞
に
ア
シ
ボ
イ
ナ
で
は
、
人
口
は
一
五
万
か

ら
五
万
に
、
了
子
は
三
五

O
万
ポ
ン
ド
か
ら
一

O
O
万
ポ
ン
ド
に
減
少
し
た
。

現
金
租
税
は
、
結
局
農
民
を
高
利
貸
に
隷
属
せ
し
め
、
か
っ
、
輸
出
用
作
物
は
農
民
に
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
か
ら
強
制
的
に
耕
作
せ
ざ
る
を
得

(G9) 
P
L
1
o
 

'J''lv 
強
制
栽
培
制
度
は
耕
地
の
弘
に
コ
ー
ヒ
ー
、
甘
庶
、
藍
な
ど
の
輸
出
用
作
物
を
栽
培
し
、
そ
の
収
獲
物
を
現
金
租
税
の
代
り
に
納
付
せ
し
め
る
。

乙
の
栽
培
は
土
着
権
力
機
構
の
指
揮
の
も
と
に
行
な
い
、
政
府
官
吏
は
監
視
す
る
に
止
め
る
と
い
う
の
が
大
体
の
こ
の
制
度
の
骨
子
で
あ
る
(
関
嘉

彦
口
前
掲
四
四

1
四
五
頁
)
。

。。
東
イ
ン
ド
会
社
解
散
後
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
に
行
わ
れ
た
自
由
貿
易
政
策
を
排
除
し
て
、
設
立
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社

。。
を
通
し
て
輸
出
用
作
物
の
貿
易
独
占
を
行
っ
た
(
関
嘉
彦
日
前
掲
四
一
頁
お
よ
び
四
五
頁
)
。

「
い
か
に
原
住
民
の
収
奪
を
強
行
し
た
か
は
、
廃
正
ま
で
の
三
五
年
間
に
四
、

0
0
0
万

例
え
ば
東
亜
経
済
調
査
局
二
別
掲
六
一
頁
に
よ
る
と
、

ポ
ン
ド
に
達
す
る
巨
額
を
本
国
に
送
っ
た
点
に
も
明
瞭
で
あ
る
」
。

(72) 

元
来
乙
の
制
度
は
現
金
地
租
に
代
る
物
納
税
制
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
強
制
耕
地
(
所
有
耕
地
の
弘
)
に
対
す
る
物
納
で
あ
り
、
他
の
仏
耕
地

に
対
し
て
は
金
納
が
強
制
さ
れ
た
(
関
嘉
彦
二
別
掲
五
一
頁
)
。

ま
た
弘
の
耕
地
が
実
際
に
は
折
、
時
に
は
%
に
及
ん
だ
(
関
嘉
彦
二
別
掲
五

O
頁)。

強
制
栽
培
制
度
実
施
以
降
、
輸
出
貿
易
の
急
増
は
、
ま
さ
に
典
型
的
な
飢
餓
輸
出
で
あ
り
、
例
え
ば
、
甘
庶
は
水
稲
と
競
合
し
、
ま
た
藍
栽
培
に
は

離
島
の
商
品
・
資
本
移
動

H
l島
唄
時
代

一
一
七



経

営

と

経

済

ー寸

米一
栽ー
培t1
l乙，、

与
え

た
影
響
は
破
壊
的

数
週
間
、
或
は
数
ヶ
月
聞
に
互
っ
て
米
作
地
よ
り
は
な
れ
て
労
働
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、

で
あ
っ
た
」

(
関
嘉
彦
二
別
掲
五
一
頁
)
。
そ
の
結
果
、
強
制
栽
培
制
度
が
強
行
さ
れ
た
地
万
の
人
口
異
動
が
激
し
く
、
塩
谷
に
よ
る
と
一
八
四
八
年

か
ら
一
八
五

O
年
の
聞
に
、
あ
る
地
方
で
は
人
口
=
さ
了
六
万
人
か
ら
一
一
一
万
人
に
ま
に
あ
る
地
方
で
は
九
万
人
か
ら
わ
ず
か

0
・
九
万
人
に
ま
で

減
少
し
た
(
塩
谷
厳
三
日
ジ
ャ
ワ
の
強
制
栽
培
制
度

l
新
亜
細
亜
、
昭
和
二
ハ
年
二
月
号
)
。

(3) 

別
技
篤
彦
一
東
南
ア
ジ
ア
諸
島
の
居
住
と
開
発
史
(
一
九
六
O
)

一
四
六
頁
。

(4) 。。

一
九
世
紀
初
頭
四

O
O万
の
ジ
ャ
ワ
人
口
が
一
八
四
五
年
に
は
九

O
O万
に
達
し
た
(
別
技
篤
彦
一
前
掲
一
四
七
頁
)
。

台
湾
は
、
わ
が
国
の
領
有
ご
九
世
紀
末
)
ま
で
、

「
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
中
国
商
人
の
商
業
資
本
的
搾
取
」

(
矢
内
原
忠
雄
日
前
掲

ニ
九
八
頁
)
が
つ
け
〉
い
た
。

間)

本
位
固
に
よ
る
と
「
イ
ギ
リ
ス
が
一
六
八
O
年
か
ら
一
七
八
六
年
の
約
一

0
0年
聞
に
ア
メ
リ
カ
に
送
っ
た
奴
隷
は
年
々
二
万
人
を
超
え
、
最
盛

時
に
は
一
九
O
隻
の
奴
隷
船
が
、
年
々
五
万
人
を
送
っ
た
(
本
位
田
祥
男
日
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
要

l
昭
和
一
八
年
!
一
三
三
頁
)
。

奴
隷
を
使
用
す
る
農
場
の
利
益
も
大
き
く
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
の
農
場
で
、

一
人
当
り
年
々
三
O
ポ
シ
ド
、
棉
花
畑
で
は
二
五
ポ
ン
ド
と
い
わ
れ

る
。
し
か
も
そ
の
生
計
費
を
考
え
る
と
二
年
に
し
て
完
全
に
奴
隷
価
格
を
償
却
し
得
た
(
同
書
一
三
四
頁
)
。

な
お
奴
隷
の
年
間
生
活
費
は
二
五
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
カ
ス
ト
ロ
ロ
自
立
三
の
g
m
B℃
Z・

0
片
岡
ロ
ロ

mミ
芯
巴
・
国
際
食
糧
農
業
協
会
訳
日

飢
え
の
地
理
学
一
五
八
頁
)
は
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
、
グ
ァ
イ
ペ
ル
に
よ
る
と
、
セ

1
レ
ル
は
奴
隷
貿
易
の
結
果
、
ア
フ
リ
カ
の
失
っ
た
全
人
口
を
四
、

0
0
0万
人
と
推
定
し
て
い
る
と
し

(
∞
の

V
2
2
日〉

=m・のゆ目。何回目。
E
O
仏

2
当
己
吾
ωロ門同

or--∞ωω
同
・

ω
・
工
∞
・
)
、
そ
の
結
呆
、
ア
フ
リ
カ
は
労
働
刀
不
厄
に
な
や
み
、
長
く

栽
植
農
の
入
ら
な
か
っ
た
一
原
因
と
み
て
い
る

(Fg
司
巳

z
f
o
σ
g含
・
訳
本
二
八
六
頁
)
。

そ
の
結
果
、
例
え
ば
十
九
世
紀
末
か
ら
閲
か
れ
た
ア
フ
リ
カ
の
北
部
ナ
タ
1
ル
や
ズ
1
ル
ラ
ン
ド
の
甘
庶
栽
培
に
は
イ
ン
ド
移
民
が
多
く
送
ら
れ

て
い
る
(
別
技
篤
彦
u

プ
ラ
ン
テ
1
シ
ヨ
ン

i
一
九
六
六
年
H

一
七
頁
)
。




